
次

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
動
き

。
フ
レ
ッ
ツ
光
ネ
ク
ス
ト
等
の
提
供
エ
リ
ア
拡
大

お
知
ら
せ

。
第
４３
回
理
事
会

，
第
２‐
回
評
議
員
会
模
様

サ
ー
ク
ル
紹
介

。
Ｎ
Ｔ
Ｔ

‐
Ｏ
Ｂ
愛
媛
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
愛
好
会

ド
キ

ュ
メ
ン
ト

・
貴
重
な
映
画
チ
ラ
シ
を
所
有

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
紹
介

。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ｎ
Ｔ
Ｔ
高
松
Ｏ
Ｂ
会

私

は

今

。

「会
員
の
み
な
さ
ん
の
近
況
」

健
康
の
ベ
ー
ジ

。
高
齢
者
の
性
に
つ
い
て

Ｍ

。
Ｍ

（マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
）

。
私
と
パ
ソ
コ
ン
の
出
会
い

・
動
画
の
勧
め

地
球
環
境
問
題
の
取
り
組
み

。
ＣＯ
と
家
計
費
削
減
に
挑
戦
し
よ
う

テ
ル
ウ
ェ
ル
だ
よ
り

・
介
護
予
防
教
室
開
催
中

俳
　
句
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

『若
草
句
会
』

高
齢
者
叙
勲
／
物
故
者
叙
勲
／
敬
弔

（愛
媛
）

表
紙
の
言
葉

≪ 伝統芸能「 箱廻し 」 (撮影)葉 田  稔さん ≫

コ
ー
ナ
ー

151920

蔑 22年 10月

1817212121

一
■
■
■
鍵
鑢
鮮

雉

・・・・・

，

″

ギ 1蟻‐



第 152号 友電国四 △
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☆

フ
レ
ッ
ツ
光
ネ
ク
ス
ト
等
の
提
供

エ
リ
ア
拡
大
に
際
し
て
の
お
願
い

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
四
国
事
業
本
部
長

山
本
　
博
敏

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本

・
愛

媛
支
店

・
香
川
支
店

・

徳
島
支
店

。
高
知
支
店

で
は
、

フ
レ
ツ
ツ
光
ネ

ク

ス
ト

の
提
供

エ
リ
ア

を
拡
大
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

ま
た
、
Ｉ
Ｒ
Ｕ
方
式

（国
の
補
正
予
算
等
を
活
用

し
た
自
治
体
に
よ
る
設
備
構
築
、
民
間
に
よ
る
サ
ー

ビ
ス
提
供
）
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
も
開
始
い
た
し
ま
す
。

四
国
電
友
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

是
非
、
こ
の
機
会
に
フ
レ
ツ
ツ
光
ネ
ク
ス
ト
を
ご
利

用
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、
友
人

・
知
人
の
方
に

も
広
く
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
具
体
的
な
フ
レ
ツ
ツ
光
ネ
ク
ス
ト
の
拡
大

エ
リ
ア
に
つ
き
ま
し
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【愛媛支店】

■ 今回新たに「フレッッ光ネクストJをサービス提供開始するエリア

■ IRU方式で 「フレッツ光マイタウンネクスト」をサービス提供開始するエリア

ス 提 供 エ リ ア

難雛

驚競猿1轟鷲議機tt機111■

鶴穣畿難驚難議

今治市の一部地域 36、 41、 43

+Fx22+108218 (t)
新居浜市の一部地域

31、 45、 46、 47

65、 67

西条市の一部地域 壬生川 64、 65、 76 +E\22+12E21 E (^')

問い合わせ、申し込み先 :0120-116-116 ※注意

-2-

1鐸
‐ゝ

i

● ‐ | ■・ |

地 域 名 ビ ル 名
提 供 可 能 局 番

市外局番 市 内 局 番

波止浜 0898

多喜浜 0897

0898

サ ー ビ ス 提 供 エ リ ア

サービス提供開始日
地 域 名 ビ ル 名

提 供 可 能 局 番

市外局番 市 内 局 番

愛南町

御荘、一本松、菊川、

内海、南由良、西海、

中,甫、ネ冨,甫

0895

70、 72、 73、 74

75、 82、 83、 84

85、 87
平成22年 12月 1日 (水 )

問い合わせ、申し込み先 :0800-200-2211 ※注意



第 152号 四 国 電 友 会 平成 22年 10月

【香川支店】

■ 今回新たに「フレッツ光ネクスト」をサービス提供開始するエリア

【徳島支店】

■ 今回新たに「フレッツ光ネクス ト」をサービス提供開始するエリア

サ  ー ア
一一一一一一一一一一一一一一一一

一一一一一一一一一一一一一一一一

一一一一一一一一一一一一

一艤一一一一一驀一一一一一一一一一一一一一一一

地 域 名 ビ ル 名
提 供 可 能 局 番

市外局番 市 内 局 番

高松市の一部地域 讃岐川島 087 840、 848 平成22年 10月 21日 (木 )

高松市の一部地域 讃岐前田 087 840、 847 平成22年 11月 19日 (金 )

問い合わせ、申し込み先 :0120-116-116 ※注意

サ  ー ビ ス 提 供 エ リ ア
議議織奪
=

一一一一一一一一纏一一一一一一一一一一一一一一一一

一一一一一一一難一一一一一一

市 内 局 番

名西郡石井町の

一部地域
阿波石井 088 637、 674、 675 平成22年 10月 21日 (本 )

板野郡板野町の

一部地域
板

マ
マ
ｊ

口
甲
エ 088 637、 672 平成22年 12月 1日 (水 )

三好市の一部地域 阿波池田 0883 72、 76、 88 平成23年 2月 1日 (火 )

問い合わせ、申し込み先 :0120-116-116 ※注意

■ IRU方式で 「フレッツ光マイタウンネクスト」をサービス提供開始するエリア

|1鷺鷺鵞鷲警警磯量菫鶯鷺鷺鷺サ ー ビ ス 提 供 エ リ ア 炸:洟議懸覇賤鰺
サービス提供開始

機鱗1警驚雛難警 華慧菫:鐵
=継

|1菫:=奪毒:驚 :奪

鷲燒燿痺購1輩轟艤鷲
地 域 名

攣

驚奪穣

颯
攣 市 内 局 番

つるぎ町
半田、八千代、貞光、

一宇、一宇南
0883

55、 62、 64、 65、

67
平成22年 11月 1日 (月 )

問い合わせ、申し込み先 :0120-931-630 ※注意

-3-

サービス提供開始日

サービス提供開始日
地 域 名 ビ ル 名

提 供 可 能 局 番

市外局番

ビ ル 名
提 供 可 能 局 番

市外局番
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【高知支店】

■ 今回新たに「フレッツ光ネクストJをサービス提供開始するエリア

■ IRI_‐
=ゴ
tで「フレッツ光ネクス ト」、「フレッッ光マイタウンネクスト」をサービス提供開始するエリア

※南国市は「フレッツ光ネクストJ、 土佐町、本山町は「フレッッ光マイタウンネクスト」

(注意)

ご友人フレッツ光ご紹介キャンペーンの申込みについては、キャンペーン事務局 (テルウェル西日本)ヘ
直接お申込み願います。 (FAX・・・06-4790-0160 電話06-6105-5937)

④③②
☆
　
第
４３
回
理
事
会
・第
２‐
回
評
議
員
会
模
様

７
月
８
日
、
銀
座
ラ
フ
イ
ナ
ー
ト
で
第
４３
回
理
事

会
が
開
催
さ
れ
、
四
国
か
ら
は
栗
日
本
部
長
が
出
席

し
ま
し
た
。

主
な
議
題
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
、
そ
れ
ぞ
れ
提
案

ど
お
り
承
認

。
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

０
　
第
■
回
評
議
員
会
議
案

（平
成
２‐
年
度
事
業
報

告

・
収
支
計
画
、
平
成
２２
年
度
事
業
計
画

。
収
支

予
算
書
、
電
友
会
会
則
の
変
更
）

電
友
会
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
に
つ
い
て

平
成
２２
年
度
会
長
特
別
表
彰
審
議
結
果

電
友
会
の
行
事

・
サ
ー
ク
ル
活
動
等
の
実
施
状

況
等

引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
第
２．
回
評
議
員
会
に
は
、

栗
田
本
部
長
及
び
四
国
か
ら
選
出
し
て
い
る
評
議
員

２
名

（梶
田
靖
夫
さ
ん
、
旭
野
　
明
さ
ん
）
が
出
席

し
ま
し
た
。

主
な
議
題
は
次
の
と
お
り
で
、
そ
れ
ぞ
れ
提
案
ど

お
り
承
認

。
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

①
　
平
成
２．
年
度
事
業
報
告

。
収
支
計
算
書

②
　
平
成
２２
年
度
事
業
計
画

・
収
支
予
算
書

③
　
電
友
会
会
則
の
変
更

④
　
役
員
の
選
任

な
お
、
会
議
終
了
後
、
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
取
り
巻
く
諸

情
勢
に
つ
い
て
」
Ｎ
Ｔ
Ｔ
持
株
会
社

・
鵜
浦
副
社
長

の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

四万十市の一部地域 平成22年 10月 21日 (木 )

吾川郡いの町の―部地域
850、 891、 892

893、 897
平成22年 12月 1日 (水 )

問い合わせ、申し込み先 :0120-116-116 ※注意

地 域
`

市外局番

平成22年 10月 1日 (金 )

土佐町、本山町
嶺北、本山、土佐

大川、地蔵寺
平成22年 12月 1日 (水 )

聞い合わせ、申し込み先 : 0800-200-4225(南 国市の一部地域の方)※ 注意
0800-200-4226(土 佐町、本山町の方)  ※注意

-4-

サ ー ビ ス 提 供 エ リ ア

サニビス提供開始日地 域 名 ビ ル 名
提 供 可 能 局 番

市外局番 市 内 局 番

土佐中村 0880 31、 34、 35

傷丹    里予 088

サ ー ビ ス 提 供 エ リ ア

サービス提供開始日
ビ ル 名

提 供 可 能 局 番

市 内 局 番

南国市の一部地域 片山、国府 088
804、 862、 865

880

0887
70、 76、 82、 83

84
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嘔国四第 152号

☆
　
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ

‐
Ｏ
Ｂ

愛
媛
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
愛
好
会
」

（通
称

…
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｎ
）

高
木
　
輝
夫
　
（松
山
市
）

愛
媛
電
友
会
に
パ
ソ
コ
ン
愛
好
会
が
発
足
す
る
に

伴
い
、
早
速
入
会
し
て
諸
先
生
方
に

一
か
ら
教
わ
り
、

十
四
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
色

々
と
習

っ
た
が
、
今
考
え
る
と

一
つ

も
極
め
た
事
項
が
な
い
。

全
て
中
途
半
端
の
知
識
の
積
み
重
ね
で
、
広
く
浅

く
で
終
わ

っ
て
お
り
ま
す
。

若

い
頃
か
ら
写
真
に
興
味
を
持

っ
て
お
り
、
銀
塩

か
ら
デ
ジ
タ
ル
に
移
行
す
る
な
ど
時
代
の
流
れ
に
乗

っ
て
き
た
。

銀
塩
の
時
代
に
は
フ
イ
ル
ム
の
現
像
、
焼
き
付
け

な
ど
様

々
な
道
具

・
薬
品
を
用
意
し
、
押
し
入
れ
を

改
造
し
て
暗
室
を
作
り
、
写
真

の
世
界
に
没
頭
し
て

い
た
ｃ
デ
ジ
タ
ル
の
時
代
と
な
リ
パ
ソ

コ
ン
も
９
８

・
Ｍ

ｅ

。
Ｘ

Ｐ

。
Ｖ

ｉ

ｓ
ｔ

ａ

。

ｗ
ｉ

ｎ
ｄ

ｏ

ｗ

ｓ
７
ル
」

口
進
月
歩
で
目
ま
ぐ
る
し
い
変
遷
を
と
げ
て
、
新
し

い
ソ
フ
ト
に
習
熟
す
る
傍
ら
、
Ｐ
Ｃ
に
よ
る
写
真
作

成
の
勉
強
を
始
め
る
。

こ
れ
ま
た
、
プ
リ
ン
タ
ー
、
編
集
ソ
フ
ト
、
カ
メ

ラ
を
乏
し
い
小
遣
い
を
工
面
し
て
揃
え
て
、
試
行
錯

誤
し
な
が
ら
、
や

つ
と

一
人
前
に
な

っ
た
。

愛
好
会
の
メ
ン
バ
ー
で
、
鷹
ノ
子
の
爺
さ
ん
が
ツ

イ
ツ
タ
ー

（イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
で
個
人
の
つ
ぶ
や

き
な
ど
を
公
開
す
る
、
有
名
な
政
治
家
、
俳
優
、
歌

手
な
ど
が
利
用
し
て
、　
一
般
の
人
か
ら
様
々
な
意
見

・
感
想
が
寄
せ
ら
れ
る
）
、
Ｙ

ｏ
ｕ

Ｔ

ｕ
ｂ

ｅ
な
る

動
画
の
世
界

へ
の
誘
い
を
勧
め
ら
れ
、
教
室
で
も
早

速
勉
強
を
す
る
こ
と
に
し
た
。

一
日
講
習
を
受
け
概
略
は
理
解
で
き
た
が
、
今

一

つ
奥
に
進
め
な
い
、
困
惑
を
隠
せ
な
い
有
様
で
し
た
。

す
る
と
新
し
い
メ
ン
バ
ー
か
ら
、
お
手
伝
い
し
ま

し
ょ
う
と
の
申
し
出
が
あ
り
、
ご
厚
意
を
有
難
く
お

受
け
し
て
再
度
講
習
を
受
け
る
。

動
画
撮
影
の
基
本
、
編
集
方
法
、
音
源
の
取
り
方

な
ど
懇
切
丁
寧
な
指
導
を
受
け
た
。
こ
れ
で
な
ん
と

か
曲
が
り
な
り
に
も
動
画
を
公
開
で
き
た
が
、
作
品

を
見
る
と
い
ま
ひ
と

つ
未
熟
で
あ

っ
た
。

最
近
の
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
は
様

々
な
機
能
が
あ

り
、
解
像
度
も
向
上
し
て
銀
塩
に
迫
る
勢
い
で
、
下

手
な
ム
ー
ビ
ー
カ
メ
ラ
よ
り
優
秀
で
手
軽
に
撮
影
で

き
、
機
械
も
安
価
で
、
し
か
も
後
処
理
も
楽
で
、
楽

し
い
撮
影
が
出
来
ま
す
。

現
在
多
く
の
人
が
愛
用
し
て
い
る
携
帯
電
話
に
も

動
画
を
撮
影
で
き
る
機
能
が
あ
り
、
簡
単
に
動
画
で

記
録
が
で
き
ま
す
。

目
下
、
動
画
作
成
の
講
習
を
検
討
し
て
い
ま
す
が
、

撮
し
て
編
集
す
る
プ

ロ
セ
ス
ま
で
が
面
倒
な
の
か
、

撮
し
て
き
て
お
願
い
し
ま
す
と
教
室
に
持
ち
込
ん

で
、
先
生
方
が
忙
し
い
ば
か
り
の
有
様
で
す
。

現
在
愛
好
会
の
メ
ン
バ
ー
数
は
２
０
０
人
を
超
え

て
い
ま
す
が
、
ワ
ー
ド
や

エ
ク
セ
ル
な
ど
の
希
望
者

が
多
く
、
武
内
講
師
の
も
と
勉
強
会
を
毎
週
、
水

・

木
曜
日
に
実
施
し
て
い
る
が
、
大
変
盛
況
で
、
参
加

者
は
和
気
藷

々
と
勉
強
会
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

電
友
会
の
会
員
の
皆
さ
ん
は
じ
め
ご
家
族
の
方
で

パ
ソ
コ
ン
で
も
始
め
て
み
よ
う
か
と
思

っ
て
お
ら
れ

る
方
の
参
加
を
歓
迎
し
ま
す
の
で
、
遠
慮
は
い
り
ま

せ
ん
し
、
会
費
も
不
要
で
す
か
ら
気
軽
に
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｎ

へ
お
越
し
下
さ
い
。

出
来
れ
ば
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
ご
持
参
下
さ
い
。≪N巨ONのパソコン教室での一コマ (右から二人目:高木さん≫

-5-



第 152号 友国 電
△
本 平成 22年 10月

∬

車貝
重
な
映
画
チ
一７
ン
を
所
蔵

∬

井
上
　
邦
衛
さ
ん

（徳
島
市
）

自
宅
ま
で
の
道
が
分
か
り
に
く
い
か
ら
と
、
わ
ざ

わ
ざ
少
し
離
れ
た
駐
車
場
ま
で
迎
え
に
来
て
く
れ

た
。
細
か
い
心
遣
い
に
恐
縮
す
る
。

か
ね
て
か
ら

〃
映
画
好
き

〃
と
問
い
て
い
た
の

で
、
そ
の
話
し
を
う
か
が
い
に
丼
上
邦
衛
さ
ん

（徳

島
地
区
）
を
訪
ね
た
。

唐
突
な
申
し
出
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
快
く
承
諾
し

て
い
た
だ
い
た
お
礼
を
言
う
。

昨
年
卒
寿
を
迎
え
た
と
は
思
え
な
い
、
し
っ
か
り

し
た
足
取
り
に
驚
か
さ
れ
た
．

「今
日
は
何
の
話
し
に
来
た
ん
で
？
」
と
井
上
さ

ん
。

「映
画
の
話
し
に
来
た
ん
で
す
」
と
言
う
と
、

井
上
さ
ん
は
別
室
に
行
か
れ
、
ほ
ど
な
く
帰

つ
て

き
て
私
の
目
の
前
に
ド
サ

ツ
と
印
刷
物
を
置
い
た
。

よ
く
見
る
と
、
そ
れ
は
映
画
の
ポ

ス
タ
ー
や
劇

場
用
プ

ロ
グ
ラ
ム
、
そ
し
て
そ
の
殆
ど
が
茶
色
に

変
色
し
て
い
る
映
画
チ
ラ
シ
で
あ
り
、
い
ず
れ
も

長
い
年
月
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ

っ
た
。

（よ
く
見
る
と
チ
ラ
シ
は
戦
前
の
も
の
が
多
い
）

特
に
興
味
を
引
か
れ
た
の
は
映
画
チ
ラ
シ
で
、

邦
画

・
洋
画
を
問
わ
ず
収
集
さ
れ
、
数
百
枚
は
あ

る
と
思
わ
れ
た
が
、
正
確
に
は
確
認
で
き
な
か

っ

た
。チ
ラ
シ
の
大
き
さ
は
１７

・
５
セ
ン
チ
×
２５

・
８

セ
ン
チ
の
ザ
ラ
紙
で
、　
一
色
刷
り
か
二
色
刷
の
二

つ
折
り
。

ち
な
み
に
今
の
チ
ラ
シ
は
１８

・
２
セ
ン
チ
×
２５

・
８
セ
ン
チ
で
大
き
さ
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、

二
つ
折
り
で
な
く
、
ま
た
、
紙
質
も
上
質
紙
で
フ

ル
カ
ラ
ー
で
あ
る
。

こ
れ
に
比
べ
て
井
上
さ
ん
所
蔵
の
映
画
チ
ラ
シ

は
今
日
か
ら
見
れ
ば
粗
末
な
も
の

（失
礼
ノ
）
で

あ
る
が
、
そ
こ
が
何
と
も
懐
か
し
い
。

私
も
映
画
好
き
で
あ
る
が
、
井
上
さ
ん
の
よ
う

に
邦
画

・
洋
画
を
問
わ
ず
幅
広
く
見
る
と
い
う
の

で
は
な
く
、
洋
画
中
心
で
ほ
と
ん
ど
邦
画
は
見
な

い
と
い
う
少
々
偏

っ
た
も
の
で
あ
る
。

従

っ
て
、
数
あ
る
チ
ラ
シ
の
中
で
も
洋
画
モ
ノ

が
目
を
引
い
た
。
特
に
私
が
大
好
き
な
西
部
劇
の

名
作

「駅
馬
車

一
（３９
）
の
チ
ラ
シ
が
目
に
入

っ
た

時
は
、
ま
さ
か
あ
の

一、駅
馬
車
一
の
当
時
の
チ
ラ

シ
が
見
ら
れ
る
な
ん
て
と
、
思
わ
ず
息
を
呑
ん
だ
。

そ
の
チ
ラ
シ
の
原
文
を
そ
の
ま
ま
紹
介
す
る
。

一

「民
族
の
祭
典
」
に
続
い
て
三
劇
が
放
つ
痛
快
無
比

一　
の
傑
作

　

『駅
馬
車
』
Ｇ
弓
＞
〇
同

ｏ
Ｏ
＞
ｏ
〓
）

一　
三
劇
に
公
開
刻
々
迫
る
。
「モ
ロ
ッ
コ
」
以
来
、

一　
何
年
か
振
り
に
諸
君
の
胸
へ
奔
流
の
や
う
に
飛
び
込

一
ん
で
来
た
巨
匠
ジ
ォ
ン
・フ
ォ
ー
ド
の
秀
烈
傑
作
。

一
こ
れ
ぞ
映
画
の
極
地

′

Ｆ
Ｉ
‥―
‥―
‥―
‥―
‐―
…

今
見
る
と
少
々
大
げ
さ
な
表
現
だ
が
、
何
と
い
う

名
調
子
、
何
と
い
う
熱
気
溢
れ
る
惹
句

（キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
の
こ
と
）
〃

こ
こ
で
い
う
「三
劇
」
と
は
ヨ
一宮
劇
場
穴
神
戸
市
）

の
こ
と
。

井
上
さ
ん
は
昭
和
２４
年

（
１
９
４
９
年
）
に
逓
信

省

（
の
ち
の
電
電
公
社
、
現
在
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
）
に
入
省

す
る
前
に
、
す
で
に
神
戸
の
会
社

（日
本
電
通
工
業
）

で
仕
事
を
し
て
い
た
の
で
、
当
時
よ
く
映
画
を
見
に

行

っ
た
と
い
う
三
宮
劇
場
の
チ
ラ
シ
が
圧
倒
的
に
多

い
。こ
の
「駅
馬
車
」
の
チ
ラ
シ
に
は
、
昭
和
１５
年
１０
月

２４
日
発
行
と
あ
る
。

昭
和
１５
年
と
言
え
ば
１
９
４
０
年
、
こ
の
映
画
が

制
作
さ
れ
た
の
が
１
９
３
９
年
だ
か
ら
、
そ
の
翌
年

に
は
も
う
す
で
に
日
本
で
上
映
さ
れ
て
い
た
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

さ
だ
薪
蜘
の
方
も
多
い
と
思
わ
れ
る
映
画
評
論
家

。

淀
川
長
治
氏

（故
人
）
と
並
ん
で
、
日
本
の
映
画
評

）

≪多くのプログラムやチラシを前に丼上さん≫
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論
家
の
重
鎮

・
双
葉
十
二
郎
氏

（惜
し
く
も
昨
年
１２

月
１２
日
に
他
界
）
の
名
著

『
ぼ
く
の
採
点
表
／
西
洋

シ
ネ

マ
大
系
』
（戦
前
編
）
に
「駅
馬
車
」
の
公
開
年

月
は

《
１
９
４
０
年
６
月
》
と
記
載
さ
れ
て
い
る
の

で
、
数
力
月
の
差
は
あ
る
が
、
井
上
さ
ん
所
有
の
チ

ラ
シ
は
資
料
的
に
見
て
も
た
い
へ
ん
貴
重
な
も
の
と

い
え
る
。

な
お
、
こ
の
チ
ラ
シ
に
あ
る
「民
族
の
祭
典
」
と

「
モ
ロ
ッ
ヨ

は
、
い
ず
れ
も
映
画
史
に
残
る
名
作
で

あ
る
。
簡
単
に
説
明
す
る
と
、
ま
ず
「民
族
の
祭
典
」
は

１
９
３
６
年
の
ベ
ル
リ
ン
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
の
模
様
を

綴

っ
た
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

（
１
９
３
８
年

・

ド
イ
ツ
映
画
）
。

一
方
「
モ
ロ
ッ
ヨ

は
、
外
人
部
隊
員
の
ク
ー
パ
ー

の
伊
達
男
ぶ
り
と
デ
ィ
ー
ト
リ
ッ
ヒ
の
ラ
ス
ト
の
名

演
は
、
い
ま
だ
に
映
画
フ
ア
ン
の
語
り
草
で
あ
る
。

（
１
９
３
０
年

・
ア
メ
リ
カ
映
画
）

話
し
が
横
道
に
逸
れ
て
し
ま

っ
た
の
で
、
井
上
さ

ん
と
映
画
と
の
関
わ
り
に
話
し
を
戻
そ
う
。

井
上
さ
ん
が
映
画
を
見
始
め
た
の
は
小
学
６
年
生

（昭
和
６
年
）
頃
か
ら
で
、
当
時
、
徳
島
市
津
田
町

で
飲
食
店
を
し
て
い
た
関
係
か
ら

〃
ビ
ラ
下
券

〃

（映
画
の
ポ
ス
タ
ー
を
店
舗
に
貼
ら
し
て
も
ら
う
か

わ
り
に
劇
場
か
ら
く
れ
た
無
料
入
場
券
）
が
あ

っ
た

の
で
、
小
学
生
時
代
か
ら
週
に
１
～
２
回
見
に
行

っ

て
い
た
と
の
こ
と
。
　

近
く
に
あ

つ
た
「え
び
す
座
」

に
よ
く
通

っ
た
と
い
う
。

よ
く
憶
え
て
い
る
の
が
無
声
映
画
の
「鳴
門
秘
帖
」

や
「修
羅
人
荒
」
な
ど
で
、
当
時
の
人
気
ス
タ
ー
は

市
川
右
太
衛
門
、
片
岡
千
恵
蔵
、
林
長
二
郎

（
の
ち

の
長
谷
川

一
夫
）
、
嵐
寛
寿
郎

（
「ア
ラ
カ
ン
」
と
言

）
わ
れ
て
い
た
）
な
ど
が
い
た
。

彼
等
ス
タ
ー
の
名
前
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
写

っ
た

時

と
か
、
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
に
颯
爽
と
現
れ
る
と
、

場
内
は
拍
手
喝
采
だ

っ
た
と
か
。

昭
和
１１
年
頃
か
ら
洋
画
を
見
始
め
た
が
、
特
に

印
象
に
残

っ
て
い
る
の
が
「透
明
人
間
穴
３３
）
と
い

う
映
画
で
、
ド
ア
が
ひ
と
り
で
に
開
い
た
り
、
誰

も
い
な
い
の
に
雪
の
上
に
足
跡
が

つ
く
シ
ー
ン
に

驚
い
た
そ
う
だ
。

そ
の
他
、
パ
ー
ル

・
バ
ッ
ク
原
作
、
ポ
ー
ル

・

ム
ニ
主
演
の
「大
地
穴
３７
）
や
巨
匠
ジ

ョ
ン

・
フ
オ

ー
ド
の
「
ハ
リ
ケ
ー
ン
」

（
３７
）
な
ど
は
そ
の
ス
ケ

ー
ル
の
大
き
さ
に
ビ
ッ
ク
リ
し
た
と
の
事
。

フ
レ
ッ
ド

・
ア
ス
テ
ア
と
ジ
ン
ジ
ヤ
ー

・
Ｄ
ジ
ヤ

ー
ス
の
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
映
画
も
お
好
み
の
ジ
ャ
ン

ル
。「今
ま
で
何
本
ぐ
ら
い
見
て
い
ま
す
か
？
」
と
尋

ね
る
と
「そ
れ
は
ち
ょ
っ
と
わ
か
ら
ん
な

ア
」
と
井

上
さ
ん
。

私
が
勝
手
に
想
像
す
る
に
、
こ
れ
ま
で
数
千
本

は
ご
覧
に
な

っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
ん
な
状
態
で
こ
ん
な
事
を
お
聞
き
す
る
の
は

無
理
と
分
か

っ
て
い
る
が
、
あ
え
て
好
き
な
洋
画

・
邦
画
の
ベ
ス
ト
ス
リ
ー
を
あ
げ
て
欲
し
い
と
お

願
い
す
る
と
、
少
し
間
を
お
い
て
「順
位
は
付
け
ら

れ
な
い
が
‥
こ
と
前
置
き
し
な
が
ら
、
次
の
作
品

を
あ
げ
ら
れ
た
。

洋
画
で
は
「風
と
共
に
去
り
ぬ
災
３９
）
「第
二
の

男
」
（４９
）
そ
れ
に
ヒ
ツ
チ

コ
ツ
ク
の
翌
暴
窓
」
（５４
）

邦
画
で
は
「男
は

つ
ら
い
よ
シ
リ
ー
ズ
」
（
６９
年

～
９５
年
全
４８
作
品
、
全
て
見
て
い
る
と
の
事
）
「七

人
の
侍
」
（
５４
）
ヨ
一十
四
の
瞳
」
（５４
）
ｏ

「最
近
で
は
い
つ
頃
何
の
映
画
を
見
ま
し
た
か
」

と
お
聞
き
す
る
と
「
い
つ
見
た
か
何
を
見
た
か
忘
れ

た
」
そ
し
て
「近
頃
は
映
画
を
見
て
帰

つ
て
も
、
映
画

の
話
し
を
す
る
人
が
周
り
に
い
な
い
の
で
、
だ
ん
だ

ん
興
味
が
な
く
な

つ
て
き
た
」
と
淋
し
そ
う
に
話
さ

れ
た
の
が
印
象
的
だ

つ
た
。

ひ
と
し
き
り
映
画
の
話
し
を
お
聞
き
し
た
あ
と
、

最
後
に
丼
上
さ
ん
は
「映
画
も
好
き
や
け
ど
、
他
に

好
き
な
の
は
歌
舞
伎
や
新
国
劇
そ
れ
に
新
派
、
前
進

座
さ
ら
に
宝
塚
歌
劇
０
そ
れ
に
能
も
見
に
行
く
ん
で

す
よ
」
と
。

要
は
、
舞
台
の
上
で
踊

っ
た
り
歌

つ
た
り
楽
器
を

演
奏
し
た
り
と
、
演
芸
な
ら
何
で
も
オ
ー
ケ
ー
で
、

最
近
の
歌
に
も
強
い
ら
し
い
。

ど
こ
ま
で
懐
の
広
い
人
な
の
か
と
感
心
し
つ
つ
帰

路
に
つ
い
た
。

（徳
島
編
集
委
員
‥
森
住
　
斉
）

≪「駅馬車」など井上さん所有の貴重なチラシ類≫

-7-

・ギ静″紺

機

'



平成 22年 10月△
ム友千

嘔国四第 152号
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ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

Ｎ

Ｔ

丁

高

松

Ｏ

Ｂ

会

二
川
　
俊
昭
　
（高
松
市
）

私
達
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
グ
ル
ー
プ
は
平
成
二
年
人

月
に
当
時
の
先
輩
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
会
員

一
〇
九

名
で
発
足
し
ま
し
た
。

幾
多
の
会
合
を
重
ね
結
成
に
こ
ぎ
着
け
、
当
初
は

手
探
り
の
活
動
の
様
で
し
た
。

そ
れ
で
も
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
Ｂ
Ｏ
Ｘ
公
衆
電
話
の
ピ
ン
ク

ビ
ラ
除
去
、
掃
除
、
通
話
機
能
点
検
を
行
い
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
の
事
業
に
少
し
で
も
貢
献
し
よ
う
と
い
う
思
い
が

う
か
が
え
ま
し
た
。

時
代
は
変
わ
り
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
グ
ル
ー
プ
も

来
年
は
成
人
に
な
り
ま
す
。

残
念
な
こ
と
に
、
会
員
が
減
少
傾
向
で
現
在
は
七

十
二
名
で
す
。
平
均
年
齢
も
七
十
代
後
半
と
な

っ
て

い
ま
す
。

新
規
の
入
会
者
が
少
な
く
、
△
ム
員
も
加
齢
が
進
み
、

本
人
の
体
調
、
家
族
の
事
情
等
で
退
会
者
が
続
い
て

い
ま
す
。

一
昨
年
、
中
山
忠
彦
会
長
の
発
案
に
よ
り
、
役
員

会
で
会
の
活
動
内
容
、
事
務
局
の
運
営
体
制
の
見
直

し
を
行
い
、
定
期
総
会
で
会
員
の
了
承
を
得
て
実
行

に
移
し
ま
し
た
。

活
動
内
容
で
は
会
員
の
体
力
に
影
響
を
及
ぼ
す
作

業
で
あ
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
敬
老
会
の
会
場

設
営
、
夜
店
設
営
等
々
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
手
伝
い
、

バ
ス
旅
行
で
の
入
苑
者
の
介
添
え
は
取
り
や
め
る
こ

と
と
し
、
苑
庭
の
除
草
、
植
木
の
剪
定
の
み
と
し
ま

し
た
。
事
務
局
の
運
営
体
制
で
は
、
従
来
、
事
務
局
長

が
全
て
の
事
務
局
業
務
を
集
中
し
て
行

っ
て
い
ま

し
た
が
、
こ
れ
を
活
動
項
目
毎
に
担
当
役
員
を
決

め
、
ま
た
会
計
担
当
、
総
会
担
当
等
集
団
運
営
体

制
に
見
直
し
、
役
割
分
担
す
る
こ
と
に
よ

つ
て
負

担
の
軽
減
を
図
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
二
年
度

の
活
動
計
画
は
次

の
通
り
で

す
。＜一＞
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
弘
恩
苑
の
除
草
、
剪

定
、
清
掃
作
業

（五
月
）

Ｏ
　
Ｊ
Ｒ
高
松
駅
前
及
び
高
松
港
周
辺
の
公
道
、

公
園
の
タ
バ

コ
の
吸
い
殻
等
ゴ
ミ
拾
い

（六
月

。
九
月
）

０
　
一局
松
市
主
催
の
「環
境
美
化
月
間
清
掃
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
へ
の
参
加
、
活
動
場
所
は
⇒
に
同

じ

（十
月
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＜

Ｄ
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
香
川
支
店
主
催
の
「環
境
ク

リ
ー
ン
作
戦
」
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
）

ヘ

の
参
加
、
活
動
場
所
は
市
内
峰
山
公
園

（十
月

下
旬
か
十

一
月
上
旬
）

０
　
古
切
手
、
プ
ル
タ
ブ
の
収
集

（年
間
随
時
）

各

々
の
活
動
の
平
均
参
加
人
員
は
約
二
十
名
で

す
。活
動
の
ボ
リ

ュ
ー
ム
と
し
て
は
従
来
に
比
べ
て

軽
量
化
し
て
い
ま
す
が
、
「福
祉
事
業

へ
の
手
助
け
」

「四
国
の
玄
関
回
の
環
境
美
化

へ
の

一
助
Ｌ
Ｎ
Ｔ
Ｔ

グ
ル
ー
プ
の
社
会
貢
献
活
動

へ
の
参
加
」
と
い
っ
た

活
動
の
精
神
は
変
わ

っ
て
い
ま
せ
ん
。

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
は
健
康
で
「人
の
為
に
、
自
分
に

は
充
実
感
を
」
そ
し
て
無
理
を
し
な
い
よ
う
、
背
伸

び
を
せ
ず
身

の
丈
に
合

っ
た
活
動
を
続
け
る
こ
と

が
、
生
き
甲
斐
に
も
な
る
の
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。

気
軽
な
気
持
で
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
に
ご
参
加
下

さ
い
ｃ
入
会
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

）

く特別養護老人ホーム「弘恩苑」での除草活動等を行う会員の皆さん≫
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◇
　
湊
井
　
　
登

　

（石
井
町

・
Ｈ
ｌ３
退
）

今
回
、
８
月
１
日
午
前
８
時
１８
分
に
４
人
日
の
孫

が
誕
生
し
ま
し
た
．

孫
は
外
孫
２
人
、
内
孫
２
人
と
な
り
ま
し
た
。

市
民
病
院
の
病
室
に
行
き
、
孫
の
顔
を
見
る
と
本

当
に
可
愛
い
も
の
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
私
自
身
、
二
年
前
の
７
月
７
日

に
肺
炎
に
か
か
り
、
業
と
し
て
抗
生
物
質
を
飲
ん
だ

た
め
か
約
２０
ヒ
痩
せ
て
し
ま
い
、
体
は
ガ
リ
ガ
リ
の

身
で
す
。

そ
ん
な
状
況
で
す
が
、
少
し
で
も
頑
張

っ
て
孫
が

大
き
く
な
り
、
幼
稚
園
、
小
学
生
、
中
学
生
と
成
長

し
て
い
く
の
を
楽
し
み
に
夢
み
る
こ
の
頃
で
す
。

◇

　

一
柳
久
寿
猪

　

（高
知
市

。
Ｓ
６
退
）

今
年
四
月
で
企
業
年
金
の
受
給
が
終
わ
り
ま
し

て
、
少
し
手
元
が
さ
び
し
く
な
り
ま
し
た
。

月
二
回
の
稽
古
の
大
正
琴
も
今
は
来
年

一
月
の
弾

き
初
め
会
に
向
け
て
練
習
を
頑
張

つ
て
お
り
ま
す
．

そ
ろ
そ
ろ
私
も
古
希
を
迎
え
る
年
令
と
な

っ
て
来

ま
し
た
．

一
日
を
大
切
に
身
体
を
い
た
わ
り
、
励
ま
し
つ
つ
、

の
ん
び
り
と
過
ご
し
て
行
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま

す
ｃ◇

　
伊
藤
　
昭
夫

　

（香
南
市

。
Ｈ
ｌＯ
退
）

会
報
に
て
お
世
話
に
な

っ
た
方
々
の
近
況
を
、
何

十
年
か
ぶ
り
に
知
り
、　
つ
い
受
話
器
を
握
り
し
め
、

お
礼
や
ら

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
懐
か
し
く
語
ら
い
涙
す
る

こ
と
も
。

さ
て
、
私
は
退
職
と
と
も
に
山
海
に
近
く
環
境
の

良
い
野
市
町
に
生
活
の
場
を
定
め
、
十
二
年
に
な
り

ま
す
。
地
域
サ
ー
ク
ル
で
の
山
登
り
や
野
菜
作
り
、
そ
し

て
海
竿
振
り
と
、
健
康
度
六
十
点

・
満
足
度
百
点
の

日
々
で
す
。

今
日
は
夏
休
み
で
、
孫
達
が
沢
山
の
話
題
を
も

つ

て
帰

つ
て
き
ま
し
た
。

中

一
の
姉
、
小
三
の
弟
達
と
賑
や
か
な
日
々
を
楽

し
み
、
そ
し
て
若
き
日
を
ア
ル
バ
ム
を
め
く
る
如
く

思
い
起
こ
し
、
元
気
と
生
き
る
目
標
を
貰
い
ま
す
。

プ
◇
　
伊
藤
　
　
忠

　

（新
居
浜
市

・
Ｈ
ｌＯ
退
）

退
職
し
て
十
二
年
目
、
電
友
会
の
皆
様
お
変
わ
り

あ
り
ま
せ
ん
か
。

私
も
屋
敷
に
二
世
帯
で
住
ん
で
お
り
、
孫
男
児
二

人
の
子
守
り
等
。

先
月
、
県
病
院
で
脳
ド
ツ
ク

（
Ｍ
Ｒ
Ｉ
）
の
検
診

を
受
け
結
果
説
明
で
異
常
な
し
。

仕
事
は
半
日
、
田
畑
で
野
菜

（地
産
地
消
）
を
育

て
出
荷
し
て
い
る
現
状
。

ま
た
趣
味
は
毎
月

一
回
Ｏ
Ｂ
会

。
労
金
友
の
会
の

囲
碁
大
会
に
参
加
、
陶
芸
も
続
け
十
二
年
目
、
昨
年

春
記
念
と
し
て
全
員
で
展
示
会
を
行
い
ま
し
た
。

地
域
で
は
土
地
改
良
区
の
お
世
話
を
し
て
い
ま

す
。
今
日
は
終
戦
の
日

（小
学

一
年
生
の
時
）
を
迎

え
、
心
よ
り
平
和
を
祈
り
ま
す
。

◇
　
井
上
　
直
伸

　

（美
馬
市

・
Ｈ
ｌ３
退
）

退
職
し
て
は
や
九
年
、
二
年
ほ
ど
Ｎ
Ｔ
Ｔ
関
連
の

仕
事
を
し
、
そ
の
後
は
自
由
気
ま
ま
に
暮
ら
し
て
い

ま
す
。
現
在
は
健
康
と
暇

つ
ぶ
し
に
と
始
め
た
ス
イ
ミ
ン

グ
に
通
う
の
が
日
課
で
す
。
水
と
の

一
体
感
が
何
と

も
言
え
ま
せ
ん
。

一
五
〇
Ｏ

ｍ
を
目
標
に
毎
日
泳
い
で
い
ま
す
。　
一

日
で
も
休
む
と
そ
の
日
が
終
わ

つ
た
気
が
し
ま
せ

ん
。ま
た
、
冬
期
は
ス
キ
ー
。
昨
年
は
井
川
ス
キ
ー
場

の
シ
ー
ズ
ン
券
を
購
入
し
、
週
二
～
三
回
の
ペ
ー
ス

で
楽
し
み
ま
し
た
。
こ
れ
ま
た
壮
快
。

今
後
も
体
力
の
あ
る
限
り
続
け
た
い
と
思

つ
て
い

ま
す
。〃

遊
び
の
達
人
で
ス
イ

マ
セ
ン

″

◇
　
△
「
村
　
精
朗

　

（土
佐
市

・
Ｈ
６
退
）

今
年
の
暑
さ
は
七
十
才
に
は
応
え
ま
し
た
が
、
腰

痛
や
高
血
圧
に
は
悪
く
な
い
よ
う
で
、
デ
ジ
カ
メ
を

ポ
ケ
ツ
ト
に
日
の
出
の
頃
朝
の
散
歩
を
日
課
と
し
、

日
中
は
庭
の
手
入
れ
、
畑
の
手
入
れ
で
気
の
向
く
ま

ま
時
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

「生
ビ
ー
ル
に
枝
豆
」
は
大
い
な
る
楽
し
み
の

一

つ
で
す
が
、
今
夜
あ
た
り

一
杯
飲
み
た
い
と
、
店
の

名
前
が
頭
を
よ
ぎ
る
頃
、
誘

っ
て
く
れ
る
友
人
が

一

番
大
切
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

物
忘
れ
を
夫
婦
で
補
い
な
が
ら
、
友
人
を
大
切
に

し
て
元
気
で
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
し
な
が
ら
。
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″
プ
◇
　
上
野
　
圭我
弘

　

（東
温
市

・
Ｈ
５
退
）

今
年
は
異
常
気
象
の
関
係
か
全
国
的
に
豪
雨
被

害
、
猛
暑
が
続
き
ま
し
た
。

七
月
に
は
中

。
東
予
で
も
短
時
間
に
記
録
的
な
強

い
雨
が
降
り
、
松
山
城
麓
の
萬
翠
荘
敷
地
内
に
復
元

さ
れ
た
夏
目
漱
石

・
正
岡
子
規
ゆ
か
り
の

「愚
陀
仏

庵
」
（木
造
三
階
建
て
）
が
裏
山
の
土
砂
崩
れ
で
全

壊
。
こ
の
愚
陀
仏
庵
は
我
が
先
祖

「上
野
義
方
」
宅

〃
は
な
れ

〃
が
復
元
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
倒
壊
は

非
常
に
残
念
で
寂
し
い
思
い
で
お
り
ま
す
。

こ
の
復
元
も
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
早

期
に
復
元
さ
れ
る
こ
と
を
願

つ
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
我
が
家
に
と

つ
て
非
常
に
嬉
し
い
年
と
な

り
ま
し
た
。
と
言
う
の
も
、
長
男
夫
婦
に
十
年
目
に

し
て
初
め
て
子
供

（男
子
）
を
授
か
り
ま
し
た
。

成
長
も
順
調
の
よ
う
で
、
老
夫
婦
と
も
ど
も
健
康

に
留
意
し
、
い
つ
ま
で
も
孫
の
成
長
を
見
守

つ
て
行

き
た
い
、
願
わ
く
ば
成
人
す
る
ま
で
は
、
と
思

つ
て

お
り
ま
す
。

◇
　
香
川
　
芳
宏

　

（観
音
寺
市

・
Ｈ
９
退
）

夫
婦
共
に
な
ん
と
か
元
気
に
し
て
お
り
ま
す
。

ド

コ
モ
を
卒
業
時
に
心
臓
病
を
患
い
、
何
と
か
生

き
延
び
て
早
く
も
八
年
が
経
ち
ま
し
た
。

現
在
は
地
域
自
治
会
の
役
員
、
体
協
の
お
世
話
や

趣
味
の
カ
メ
ラ
な
ど
忙
し
く
動
き
回

つ
て
い
ま
す
。

成
人
病
の
総
合
商
社
で
す
が
、
こ
れ
ら
に
負
け
な

い
よ
う
僅
か
ば
か
り
の
農
園
で
の
無
農
薬
野
菜
作
り

に
悪
戦
苦
闘
し
た
り
、
毎
日
十
キ
ロ
程
の
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
等
で
体
調
を
整
え
て
元
気
に
頑
張
ろ
う
と
思

つ

て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

′
・

り
σ
　
笠
原
　
正
吉

　

（松
山
市

・
Ｈ
５
退
）

退
職
し
て
十
七
年
、
再
就
職
も
せ
ず
に
過
ご
し
て

き
ま
し
た
。

六
十
才
か
ら
始
め
た
シ
エ
ア
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

八
年
前
か
ら
は
近
く
の
小
学
生
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の

指
導
に
行
き
、
ま
た
、
二
年
前
か
ら
は
家
庭
菜
園
を

始
め
結
構
忙
し
い
毎
日
で
充
実
し
て
い
ま
す
。

シ
エ
ア
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
今
年
も
県
大
会
で
優

勝
、
十
月
末
の
全
国
大
会
に
向
け
練
習
に
励
ん
で
い

ま
す
。
三
年
前
の
全
国
大
会
で
は
準
優
勝
で
し
た
の
で
、

今
年
こ
そ
優
勝
し
た
い
と
頑
張

つ
て
い
ま
す
。

◇
　
川
西
　
義
照

　

（三
木
町

・
Ｈ
７
退
）

月
日
の
経

つ
の
は
早
い
も
の
で
、
五
十
四
才
で
退

職
し
古
希
を
迎
え
る
年
令
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
第
二
の
職
場
と
し
て
日
本
メ
ッ
ク
ス
で
お
世

話
に
な
り
、
ド

コ
モ
四
国
関
係
の
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
を
十
五
年
余
り
し
て
い
ま
す
。

子
供
も
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
、
妻
と
二
人
で
毎
日
田

舎
で
兼
業
農
家
と
し
て
四
反
歩
の
田
圃
を
晴
耕
雨
読

で
頑
張

つ
て
い
ま
す
。

今
年
は
父
の
戦
死
し
た
ル
ソ
ン
島

へ
慰
霊
巡
拝
に

参
加
し
よ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。

退
職
後
は
大
し
た
病
気
も
せ
ず
無
病
息
災
に
過
ご

し
て
い
ま
す
。
妻
は
俳
句
に
の
め
り
込
ん
で
い
る
今

月
こ
の
頃
で
す
。

／◇
　
］序
本
　
　
勝

　

（松
山
市

・
Ｈ
６
退
）

家
か
ら
自
転
車
で
約
五
分
の
所
に
あ
る
友
人
の
畑

）
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

¨

を
借
り
て
健
康
維
持
と
実
益
、
時
間
潰
し
の
た
め
に

野
菜
を
育
て
て
三
年
が
過
ぎ
た
。

息
子
家
族
と
二
世
帯
で
は
食
べ
き
れ
ず
、
近
所

ヘ

お
す
そ
分
け
し
て
喜
ば
れ
悦
に
入

っ
て
い
る
が
、
今

年
の
暑
さ
に
は
参

っ
た
。

朝
食
後
七
時
ま
で
に
畑

へ
行
き
、
収
穫
の
後
は
草

取
り
水
や
り
で
精

一
杯
、
無
理
を
せ
ず
八
時
半
で
帰

宅
す
る
。

身
体
の
方
は
七
十
を
過
ぎ
て
病
院
が
よ
い
が
始
ま

っ
た
。
あ
ち
こ
ち
ガ
タ
が
出
始
め
た
の
で
注
意
を
し
て
楽

し
く
孫
と
遊
び
た
い
と
思

つ
て
い
る
。

◇
　
北
村
　
静
子

　

（徳
島
市

。
Ｈ
７
退
）

認
知
症
に
近
づ
く
九
十
才
の
母
、
持
病
の
あ
る
主

人
と
の
二
人
家
族
。

せ
め
て
私
だ
け
で
も
健
康
で
あ
り
た
い
と
太
極

拳
、
ス
イ
ミ
ン
グ
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
等
に
頑
張

つ
て

い
る
こ
の
頃
。

孫
達
は
大
き
く
な
り
年
に
数
回
会
う
程
度
。

ス
ト
レ
ス
を
溜
め
な
い
た
め
、
年
に
数
回
の
友
人

と
の
旅
行

・
観
劇
。

つ
い
最
近
、
大
阪
で
美
輪
明
宏
の
舞
台
を
観
て
感

動
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
元
気
で
楽
し
く
過
ご
せ
る
事
を
願

っ

て
い
ま
す
。

ジ

◇
　
城
戸
　
　
健

　

（松
前
町

・
Ｈ
６
退
）

健
康
に
留
意
し
な
が
ら
畑
仕
事
の
毎
日
で
す
。

老
人
会
、
町
内
会
で
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
等
も

し
な
が
ら
、
週
に
三
回
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん

）

=10-



平成 22年 10月△
ム友電国四第 152号

で
い
ま
す
。

ゴ
ル
フ
仲
間
と
雑
談
す
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

み
な
さ
ん
お
元
気
で
′
・

◇
　
熊
野
　
　
敗

　

（三
木
町

・
Ｈ
５
退
）

退
職
し
て
、
は
や
十
七
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

若
い
頃
健
康
の
た
め
に
始
め
た
登
山
が
い
つ
の
間

に
か
趣
味
に
な
り
、
北
ア
ル
プ
ス
の
山
々
を
歩
き
ま

し
た
。
退
職
後
は
、
ま
た
、
健
康
の
た
め
に
四
国
の
山
を

歩
き
、
近
年
に
な

っ
て
か
ら
香
川
県
内
の
里
山
を
歩

く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
お
か
げ
で
毎
日
元
気
で
す
。

こ
の
こ
と
が
私
に
と

っ
て
最
大
の
財
産
で
あ
り
、

幸
せ
で
も
あ
り
ま
す
。

平
成
二
十
年
二
月
に
放
送
大
学
教
養
学
部
人
間
の

探
求
専
攻
を
卒
業
し
、
今
で
は
里
山
歩
き
と
、
図

書
館
通
い
で
毎
日
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

◇
　
河
野
　
勇
三

　

（宇
和
島
市

・
Ｈ
ｌ２
退
）

平
成
十
二
年
に
退
職
し
て
か
ら
早
く
も
十
年
、
時

の
経

つ
の
は
早
い
も
の
で
す
。

お
陰
様
で
今
の
と
こ
ろ
は
元
気
で
暮
ら
し
て
お

り
、
日
課
と
し
て
早
寝
早
起
き
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
夕

方

一
時
間
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
実
行
し
て
い
る
せ
い

か
身
体
は
順
調
で
す
。

「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
退
職
者
の
会
」
と

「ろ
う
き
ん
友
の
会

宇
和
島
支
部
」
の
役
員
を
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
関
係

か
ら
、
松
山

へ
は
年
間
数
回
行
く
こ
と
が
出
来
る
の

で
、
見
間
を
広
め
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
事

に
し
た
い
と
心
が
け
て
い
る
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。

）◇
　
佐
藤
　
誠
造

　

（徳
島
市

・
Ｈ
ｌ３
退
）

健
康
診
断
の
結
果
、
今
ま
で
努
力
を
怠

っ
て
き
た

ツ
ケ
が
告
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
メ
タ
ボ
予
備
群

で
す
。
メ
タ
ボ
と
言
う
レ
ツ
テ
ル
を
は
ら
れ
た
の
を
機
会

に

一
大
決
心
を
し
、
毎
日

一
万
歩
、
歩
く
こ
と
に
し

ま
し
た
。
効
果
て
き
め
ん
、
半
年
で
１０
ｋｇ
減
量
に
成

功
し
た
の
で
す
。

こ
の
効
果
を
持
続
す
べ
く
、
こ
れ
か
ら
も
毎
日
歩

き
腹
人
分
目
に
し
て
、
生
か
さ
れ
て
い
る
命
を
大
切

に
、
健
康
な
身
体
で
農
作
業
に
励
み
、
大
地
の
恵
み

に
感
謝
し
な
が
ら
、
毎
日
心
地
よ
い
汗
を
流
し
、
生

き
て
い
て
良
か
つ
た
と
実
感
で
き
る
老
後
を
送
り
た

い
も
の
で
す
。

ｙ◇
　
塩
田
敬
次
郎

　

（松
山
市

・
Ｈ
３
退
）

第
二
の
職
場
の
通
建
会
社
を
退
職
し
て
か
ら
丁
度

十
年
、
自
由
な
生
活
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

後
期
高
齢
者
の
領
域
に
入
り
、
い
ろ
い
ろ
な
病
気

を
体
験
し
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
に
し
て
も
お
酒
は
弱
く
な
り
ま
し
た
。　
一
升

瓶
を
枕
に
な
ん
て
大
昔
の
夢
の
よ
う
で
す
。

最
近
は
少
し
で
も
女
房
の
助
け
に
な
れ
ば
を
、
主

夫
業
に
努
め
て
い
ま
す
。

何
と
か
元
気
に
暮
ら
せ
る
の
も
先
輩
や
友
人
、
家

族
の
お
か
げ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

◇
　
一局
橋
　
英
雄

　

（四
国
中
央
市

・
Ｈ
ｌｌ
退
）

定
年
退
職
し
て
十

一
年
、
ま
さ
に

〃
光
陰
矢
の

如
し
〃

あ

っ
と
言
う
間
の
出
来
事
の
よ
う
に
感
じ

ら
れ
ま
す
。

最
初
の
四
～
五
年
は
ゴ
ル
フ
に
う

つ
つ
を
抜
か
し

て
い
た
の
で
す
が
、
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
登
山
に

ハ

マ
ッ
テ
し
ま
い
、
も
う

一
年
も
う

一
年
と
思
い
な
が

ら
、
昨
今
は
北
は
利
尻
岳
か
ら
南
は
官
ノ
浦
岳
と
山

登
り
に
夢
中
に
な

っ
て
い
ま
す
。

最
初
は
ゴ
ル
フ
を
長
い
こ
と
し
よ
う
と
思

つ
て
通

つ
て
い
た

「
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
も
、
今
で
は
目
的

が
登
山
に
変
わ

っ
て
続
け
て
い
る
の
が
現
状
で
す

◇
　
竹
内
　
順
子

　

（阿
波
市

・
Ｈ
９
退
）

今
年
は
毎
日
暑
い
日
が
続
き
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で

熱
中
症
で
倒
れ
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
皆
様
お

元
気
で
す
か
。

私
も
人
月
十
二
日
に
初
孫
が
で
き
、
お
ば
あ
ち
や

ん
の
ほ
や
ほ
や
で
す
。

い
ま
ま
で
は
人
の
集
ま
る
所

へ
あ
ち
ら
こ
ち
ら
と

見
つ
け
て
は
顔
を
出
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か

ら
は
孫
の
顔
を
見
る
の
が
楽
し
み
に
な
る
か
も
〃

ま
た
、
人
並
み
に
孫
の
話
に
も
入
れ
そ
う
で
す
。

六
十
六
才
の
身
に
ム
チ
を
打
ち
頑
張
り
ま
す
。

今
Ｖ
武
田
　
幸
子

　

（松
山
市

。
Ｈ
６
退
）

退
職
後
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で
大
正

琴
を
習
い
始
め
て
十
二
年
に
な
り
ま
す
。

発
表
会
が
度

々
あ
り
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
解
消
に
は
色

々
な
Ｃ
Ｄ

「鶴
岡
雅
義
と

東
京

ロ
マ
ン
チ
カ
」
な
ど
を
聞
き
な
が
ら
奥
道
後
の

四
季
折
々
の
景
色
の
中
を
ド
ラ
イ
ブ
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
い
つ
ま
で
運
転
で
き
る
か
し
ら
‥
。。

二
人
の
孫
に
も
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
、
色
々
楽
し
ま
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せ
て
も
ら

つ
て
い
ま
す
。

一
番
小
さ
い
三
才
の
孫
娘
の
花
嫁
姿
を
見
る
ま
で

は
頑
張
ら
な
け
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。

◇
　
谷
口
　
彰
宏

　

（多
度
津
町

・
Ｈ
ｌ４
退
）

退
職
し
て
八
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

退
職
し
た
ら

「自
分
が
や
り
た
い
事
」
「自
分
が

や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
事
」
い
ろ
い
ろ
考
え
て
い

た
が
、
な
か
な
か
出
来
ず
に
い
ま
す
。

今
は
、
農
業
を
し
な
が
ら
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
で

剪
定

の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

（あ
と
二
、
三
年

か
？
）
ま
た
、
年
老
い
た
父
母
を
介
護
し
な
が
ら
何
と
か

や

っ
て
い
ま
す
。

◇
‥
土
佐
　
　
充

　

（松
山
市

・
Ｈ
ｌ２
退
）

退
職
し
て
十
年
を
迎
え
ま
し
た
。
月
日
の
経

つ
の

が
早
く
感
じ
る
毎
日
で
す
。

最
初
の
頃
は
庭
で
野
菜
作
り
に
精
を
出
し
、
食
卓

に
花
を
添
え
て
い
ま
し
た
。

毎
日
々
女
房
と
二
人
ノ
何
と
か
元
気
で
い
ま
す
。

ま
た
、
孫
が
二
人
出
来
、
県
内
に
住
む
娘
は
二
人

の
孫
を
連
れ
て
時

々
来
て
は
、
私
達
二
人
の
心
を
な

ご
ま
せ
て
く
れ
、
又
鋭
気
を
も
ら
う
な
ど
唯

一
の
楽

し
み
と
な

つ
て
い
ま
す
。

一
方
、
息
子
は
東
京
に
お
り
、
も
う

一
人
の
孫
と

は
余
り
会
え
な
い
の
が
少
々
淋
し
い
で
す
が
、
電
話

で
元
気
な
声
を
聞
き
安
心
し
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で

す
。会
員
皆
様
の
健
康
を
お
祈
り
し
ま
す
。

）
℃
　
一月
田
　
賢
二
　

（松
山
市

・
Ｈ
８
退
）

何
と
か
元
気
そ
う
に
し
て
い
ま
す
。

第
二
の
就
職
先
ド

コ
モ
の
関
連
会
社
を
退
職
し
て

約
十
年
、
来
年
に
は
古
希
と
な
り
ま
す

退
職
時
に
何
か
仕
事
を
と
考
え
た
の
で
す
が
、
決

心
が

つ
か
ず
現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
。

暇

つ
ぶ
し
の
た
め
に
と
始
め
た
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
通

い
と
家
庭
菜
園
で
す
が
、
現
役
の
時
か
ら
の
腰
痛
に

加
え
、
三
年
前
に
糖
尿
病
と
診
断
さ
れ
、
月

一
回
の

病
院
通
い
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
い
つ
ま
で
続
く
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。

趣
味
の
ゴ
ル
フ
も
腰
痛
で
中
止
し
た
ま
ま
で
す
。

後
は

『
ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
』
を
願
う
の
み
か
‥
ル
¨

◇
　
中
井
　
一冗
子

　

　

（坂
出
市

・
Ｈ
６
退
）

現
在
、
夫
婦
二
人
暮
ら
し
で
す
。

退
職
後
、
市
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
ス
ク
ー
ル
を
受
講
し
、

施
設

へ
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
、
子
育
て
支
援
等
々
の
ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

平
成
十
年
民
生
委
員
に
任
命
さ
れ
、
現
在
四
期
日
で

す
。地
域
の
方

々
と
交
流
し
、　
一
人
暮
ら
し
の
方

・
老

人
夫
婦
世
帯
の
見
守
り
、
子
供
達
と
交
流
し
な
が
ら
、

月

一
回
地
域
の
会
場
で

「
い
き
い
き
サ

ロ
ン
」
の
お

世
話
を
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
週

一
回
公
民
館
で
太
鼓
の
練
習
に
参
加
し

て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

時
々
ダ
ウ
ン
し
ま
す
が
、
元
気
に
過
ご
し
て
お
り

ま
す
。

◇
　
中
野
　
泰
裕

　

（高
知
市

・
Ｈ
ｌＯ
退
）

今
年
は
異
常
気
温
が
続
く
毎
日
で
あ
り
、
野
菜
、

サ
ン
マ
等
値
上
が
り
の
日
々
で
あ
り
ま
す
が
、
キ

ュ

ウ
リ
、
な
す
び
、
ス
イ
カ
、
白
ウ
リ
等
夏
野
菜
が
済

み

一
段
落
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

一
昨
年
、
腰
部
脊
椎
狭
窄
症
の
手
術
を
し
て
現
在

リ

ハ
ビ
リ
に
通
院
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
時
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
撮

っ
た
と
こ
ろ
、
脊

髄
小
脳
変
性
症
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

今
の
と
こ
ろ
進
ん
で
は
い
な
い
と
の
こ
と
で
す

が
、
歩
行
が
少
し
困
難
で
す
。

孫
も
こ
の
七
月
で
二
才
に
な
り
、
そ
の
成
長
を
見

守

っ
て
い
る
日
々
で
す
。

◇
　
中
平
　
博
和

　

（高
知
市

・
Ｈ
ｌ２
退
）

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
お
元
気
で
す
か
。
ド

コ
モ

を
退
職
し
て
早
や
十
年
に
な
り
ま
す
。

古
稀
に
な
り
、
何
と
な
く
年
々
体
力
の
衰
え
を
感

じ
て
い
ま
す
。

夏
の
時
期
の
楽
し
み
に
今
年
は
ス
イ
カ

（紅

マ
ク

一乙

、　
ニ
ュ
ー
メ
ロ
ン
を
作
り
ま
し
た
。

ス
イ
カ
は
４
個
、　
ニ
ュ
ー
メ
ロ
ン
を
１
個
収
穫
し

ま
し
た
。
大
変
美
味
し
か

つ
た
が
、
今
年
は
失
敗
で

す
。ス
イ
カ
は
七
月
末
、
気
温
が
三
十
四
度
ぐ
ら
い
の

猛
暑
で
中
身
が
煮
え
ま
し
た
。
ま
た
、　
ニ
ュ
ー
メ
ロ

ン
は
完
熟
前
に
葉
と
茎
が
枯
れ
、
収
穫
が
少
な
く
な

り
ま
し
た
。

水
と
温
度
の
管
理
の
失
敗
で
す
。
ま
た
来
年
も
チ

ヤ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。
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◇
　
福
家
　
俊
幸

　

（高
松
市

・
Ｈ
６
退
）

三
度
目
の
投
稿
で
す
。

十
六
年
前
に
心
筋
梗
塞
を
患
い
風
船
治
療
。
十
年

経
過
後
検
査
を
受
け
た
と
こ
ろ
、
バ
イ
パ
ス
手
術
と

な
り
、
今
の
と
こ
ろ
無
理
を
せ
ず
元
気
で
す
。

か
が
わ
長
寿
大
学
卒
業
仲
間
と
の
食
事
会
や
日
帰

り
旅
行
、
各
地
持
ち
回
り
の
年

一
回
の
鈴
鹿
の
同
窓

会
等
に
出
席
し
て
旧
交
を
温
め
た
り
、
地
区
の

「セ

ミ
ナ
ー
」
を
受
講
し
た
り
、
近
く
の
図
書
館

へ
行

っ

た
り
、
気
儘
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
健
康
維
持
の
た
め

一
時
間
程
度
の
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

古
希
を
迎
え
、
次
は
喜
寿
を
目
指
し
元
気
に
過
ご

し
た
い
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

◇
　
藤
井
　
吉
信

　

（吉
野
川
市

・
Ｈ
ｌ３
退
）

五
十
七
才
で
早
期
退
職
し
て
早
や
八
年
人
ヶ
月
。

先
日
三
年
毎
に
実
施
し
て
い
る
小
学
校
の
同
窓
会

に
出
席
し
て
き
ま
し
た
。

思
わ
ず
会
場
を
間
違
え
た
の
か
と
思

っ
た
程
、
男

性
の
姿
の
老
い
よ
う
に
び

つ
く
り
し
ま
し
た
。

白
髪
の
人
、
頭
髪
の
な
い
人
等
々
、
そ
の
点
女
性

は
何
と
若
い
の
か
と
思
え
ば
、
全
て
の
人
が
髪
を
染

め
、
美
し
く
着
飾

っ
た
姿
は
男
性
と
大
き
な
年
の
開

き
を
感
じ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
会
話
が
弾
み
、
お
酒
が
少
し
入
る
と
懐

か
し
い
昔
の
学
童
に
戻
り
ま
し
た
が
、
話
し
は
健
康

法
の
勉
強
ば
か
り
を
沢
山
聞
き
、
土
産
に
持
ち
帰

っ

て
き
ま
し
た
。

）◇
　
藤
岡
　
博
子

　

（
い
の
町

・
Ｈ
６
退
）

退
職
し
て
早
や
十
六
年
目
。

最
近
、
特
に
漢
字
を
度
忘
れ
し
た
り
、
随
分
汚
い

字
を
書
く
よ
う
に
な

っ
た
と
痛
切
に
感
じ
、
新
間
の

小
社
会
で
も
写
し
て
み
よ
う
か
、
川
島
教
授
の
脳
ト

レ
も
が
ん
ば

っ
て
み
よ
う
か
と
、
思
い
は
次
々
と
走

り
ま
す
。

教
授
の
言
、
動
物
と
人
間
の
違
い
は
笑
う
こ
と
だ

そ
う
で
す
。

健
康
に
心
が
け
笑
い
の
絶
え
な
い

一
日

一
日
を
送

れ
る
よ
う
が
ん
ば

つ
て
い
き
ま
し
よ
う
。

◇
　
増
田
　
隆
弘

　

（徳
島
市

・
Ｈ
ｌ４
退
）

シ
ル
バ
ー
大
学
校
で
仲
間
作
り
、
趣
味
を
持
て
と

い
う
認
知
症
防
止
策
を
学
び
、
早
速
毎
日
通

っ
て
い

る
某
温
泉
で
出
会

っ
た
仲
間
と
農
園
を
借
り
て
家
庭

菜
園
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

初
め
て
収
穫
し
た
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
は
と
て
も
好
評

で
し
た
。

ま
た
、
裸
の
付
き
合
い
は
忘
年
会
、
花
見

へ
と
楽

し
み
が
増
え
、
近
々
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
も
予
定
し
て
い

ま
す
。
か
か
り

つ
け
の
医
師
か
ら
鉄
人
と
い
わ
れ
、
朝
夕

二
万
歩
を
超
え
て
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
と
温
泉
に
明
け

暮
れ
る
毎
日
で
す
。

◇
　
又
川
津
八
子

　

（梼
原
町

・
Ｈ
２
退
）

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
お
元
気
で
す
か
。

退
職
し
て
二
十
年
の
月
日
が
経
ち
ま
す
が
、
今
の

と
こ
ろ
病
気
も
せ
ず
元
気
で
す
。

健
康
の
た
め
に
牛
乳
配
達
、
ダ

ス
キ
ン
交
換
を
し

て
い
ま
す
。

趣
味
で
パ
ツ
チ
ワ
ー
ク
を
月
二
回
、
須
崎
市
の
教

室

へ
友
達
と
行

っ
て
い
ま
す
。

梼
原
町
は
今
お
な
じ
み
の
龍
馬
伝
で
わ
い
て
い
ま

す
。
龍
馬
梼
原
脱
藩
の
道
、
ゆ
す
は
ら
維
新
の
道
社

中
で
に
ぎ
わ

っ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
遊
び
に
来

て
下
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

／
て
　
真
鍋
　
　
幸

　

（松
山
市

・
Ｈ
７
退
）

民
生
児
童
委
員
と
し
て
１５
年
、
何
か
と
地
域
福
祉

に
関
わ
り
忙
し
い
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

同
居
の
孫
が
小
学
校
入
学
を
期
に
、
毎
朝
登
校
時

の
見
守
り
を
続
け
て
い
ま
す
が
、
そ
の
孫
も
高
校
生

に
な
り
ま
し
た
。

〈
■
、
無
縁
社
会
と
い
う
言
葉
を
よ
く
聞
き
ま
す
が
、

児
童
達
の
家
庭
の
生
活
パ
タ
ー
ン
も
い
ろ
い
ろ
の
よ

う
で
、
登
校
時
に
な

っ
て
も
連
絡
無
し
、
朝
食
代
わ

り
に
ガ
ム
や
飴
、
顔
も
洗
わ
な
い
子
な
ど
心
配
の
種

も
あ
り
ま
す
。

近
頃
で
は
周
辺
の
方

々
が
犬
の
散
歩
や
ゴ
ミ
出
し

等
を
登
校
時
に
合
わ
せ
、
声
か
け
し
て
く
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

明
る
い
町
づ
く
り
に
微
力
な
が
ら
が
ん
ば
り
た
い

と
思

っ
て
い
ま
す
。

◇
　
水
野
　
嘉
吉

　

（鬼
北
町

・
Ｈ
６
退
）

退
職
後
、
興
味
を
も

つ
て
い
た
庭
木
の
剪
定
作
業

は
専
門
学
校
を
含
め
五
年
余
り
業
者
に
従
事
し
、
仕

事
に
も
慣
れ
将
来
も
こ
の
仕
事
を
継
続
し
て
い
こ
う

と
決
心
し
た
頃
、
交
通
事
故
に
遭
遇
し
、
左
足
首
骨
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折
の
た
め
職
業
と
し
て
の
継
続
を
断
念
せ
ざ
る
を
え

ま
せ
ん
で
し
た
。

五
年
前
よ
り
家
庭
菜
園

（野
菜
作
り
）
に
仕
事
を

切
替
、
現
在
自
宅
前
の
畑
で
各
種
野
菜

（根

・
葉
）

等
作
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

は
じ
め
は
戸
惑
い

（不
慣
れ
）
も
あ
り
苦
労
し
ま

し
た
が
、
今
は
経
験
に
よ
る
慣
れ
も
出
来
、
農
事
予

定
表
を
作
成
し
、
植
え
付
け

。
収
穫
時
等
に
つ
い
て

日
程
表
を
参
考
に
作
業
を
し
て
お
り
ま
す
。

雑
草
除
去
等
大
変
で
す
が
後
遺
症
の
痛
み
も
畑
仕

事
を
し
て
い
る
と
気
分
が
紛
れ
、
自
然
の
中
で
気
分

良
く
作
業
を
し
て
お
り
ま
す
。

収
穫
物
は
子
供
ヽ
兄
弟
、
親
族
等
に
分
配
し
て
大

変
喜
ん
で
く
れ
ま
す
し
、
私
自
身
の
励
み
に
も
な
り

心
の
よ
り
所
と
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
体
の
元
気
な

間
は
野
菜
作
り
を
続
け
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
先
輩
の
河
野
康
弘
さ
ん
に
苗
物
の
配
送

・

収
穫
物
の
宅
配
等
を
快
く
引
き
受
け
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

◇
　
森
田
喜
久
子

　

（美
馬
市

・
Ｈ
ｌ３
退
）

私
は
今
、　
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
ま
す
。

二
人
の
子
供
は
結
婚
し
て
全
部
で
七
人
の
孫
が
い

ま
す
。
七
年
前
に
義
母
が
亡
く
な

っ
て
か
ら
は
、
自
分
の

好
き
な
よ
う
に
生
活
を
し
て
い
ま
す
。

私
の
趣
味
は
野
菜
作
り
で
す
。
畑
を
三
カ
所
か
ら

借
り
て
、
少
し
ず

つ
で
す
が
色

々
な
野
菜
を
作
り
、

子
供
達
の
所

へ
持

っ
て
行

っ
た
り
、
産
直
に
も
出
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
旅
行
に
も
月
に

一
～
二
回
泊
付
で
行

っ
て

い
ま
す
。

婦
人
会
を
最
初
に
遺
族
会
、
母
子
会
、
老
人
会
に

も
入
会
し
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
も
し
て
い
ま
す
。

一
日
の
過
ぎ
る
の
が
早
く
感
じ
ま
す
。

◇

矢
野

　

″
げ

吹
今
塗

巾
。
Ｈ
２
退
）

妻
は
も
う
二
十
余
年
、
介
護
生
活
が
続
い
て
い
ま

す
。現
職
当
時
か
ら
妻
の
他
、
母
の
介
護
、
大
学

一
年

生
と
高
校

一
年
生
の
子
供
達
の
世
話
な
ど
で
本
当
に

大
変
で
し
た
。

他
の
方
に
は
苦
労
し
て
い
る
と
も
言
え
ず
、
ま
た

暗
い
顔
も
出
来
ず
の
毎
日
で
し
た
。

そ
ん
な
私
も
三
年
ほ
ど
前
か
ら
入
院
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
介
護
す
る
側

。
さ
れ
る
側
両
面
を
体
験

し
て
い
ま
す
。

高
齢
化
社
会
に
な

っ
て
い
く
現
実
、
旧
知
の
方
々

の
中
に
は
私
の
事
を
知
り
、
電
話
や
手
紙
を
い
た
だ

く
こ
と
も
あ
り
、
あ
り
が
た
く
思

っ
て
い
ま
す
。

身
降
二
十
年
の
妻
ボ
ツ
リ

「末
せ
も

一
銘
橋
鬱
罐
で
す
ょ
ね
」
と

「生
き
て
ス
マ
た
か

っ
た
で
に
ょ
う
か
」
同
う
客
に

系
の
写
真
の
笑
顔
几
せ
ヤ
る

【Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
介
護
百
人

一
首
に
選
定

さ
れ
た
矢
野
さ
ん
の
短
歌
】

◇
　
矢
野
　
　
・一ノ摂
ノ

（松
山
市

。
Ｈ
６
退
）

今
年
二
月
に
古
稀
を
迎
え
、
中
期
の
高
齢
者
に
仲

間
入
り
し
ま
し
た
。

先
般
六
月
健
康
維
持
の
た
め
、
健
康
診
断
と
が
ん

検
診
を
受
診
し
た
と
こ
ろ
、
大
腸
が
ん
検
診
の
結
果

）

「要
精
検
」
と
判
定
さ
れ

「精
密
検
査
」
を
受
け
ま

し
た
。
そ
の
結
果

「異
常
認
め
ず
」
と
判
定
さ
れ
、

一
安
心
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

平
均
寿
命
ま
で
あ
と
十
年
の
人
生

今
後
も
健
康
に
留
意
し
、
関
東
に
在
住
の
娘
達
と

年
数
回
の
旅
行
を
楽
し
み
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

◇
　
士
口
同
　

一
秀
　
　
（高
知
市

・
Ｈ
Ｈ
退
）

四
年
前
、
突
然
、
呼
吸
困
難
に
陥
り
救
急
病
院

へ
、

病
名
は
狭
心
症
、
先
端
に
カ
メ
ラ
を
付
け
た
細
い
パ

イ
プ
を
腕
の
血
管
か
ら
送
り
込
み
、
狭
く
な

っ
た
部

分
で
風
船
を
膨
ら
ま
し
、
血
流
を
良
く
す
る
カ
テ
ー

テ
ル
治
療
を
受
け
、　
一
週
間
程
の
入
院
で
済
み
ま
し

た
。愛
犬
リ
リ
ー
と
の
再
会
生
活
も
束
の
間
、
半
月
足

ら
ず
で
、
私
の
身
代
わ
り
の
如
く
心
不
全
で
亡
く
し

ま
し
た
。

悲
し
み
で
心
の
中
に
ポ

ッ
カ
リ
と
穴
の
空
い
た
暮

ら
し
の
数
力
月
、
前
の
大
に
は
悪
い
と
思
い
つ
つ
、

二
代
目
の
愛
大
モ
モ
に
巡
り
会
い
、
癒
し
系
生
活
を

続
け
て
い
ま
す
。

皆
様
も
お
体
を
ご
自
愛
下
さ
い
。

ぎ蝙
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〆

高
齢
者
の
性
に
つ
い
て

〆

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
松
山
病
院

産
婦
人
科
主
任
医
長

　

山
中
　
研
二

数
年
前
の
こ
と
、
あ
る

８０
才
過
ぎ

の
寡
婦
女
性

が
診
察
が
終
わ

っ
て
も

何
か
言
い
た
そ
う
に
さ

れ
て
い
る
。

そ
こ
で
「聞
き
た
い
事

が
あ
る
の
な
ら
ど
う
ぞ
」

と
促
し
ま
す
と
、
そ
れ
は
そ
れ
は
遠
慮
が
ち
に
、
コ
」

の
年
に
な

つ
て
も
時
々
〃
し
た
い
〃
と
思
う
こ
と
が

あ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
は
お
か
し
な
事
で
し
ょ
う

か
。
」
と
私
に
問
い
か
け
て
き
ま
し
た
。

こ
の
女
性
の
質
問
を
聞
い
て
、
大
岡
越
前
と
老
母

と
の
や
り
取
り
の
話
し

（女
性
の
性
欲
は
灰
に
な
る

ま
で
維
持
さ
れ
る
）
を
思
い
出
さ
れ
た
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
。

若
い
時
に
大
岡
越
前
の
こ
の
話
し
を
聞
い
た
事
の

あ
る
Ｏ
Ｂ

・
Ｏ
Ｇ
の
方
は
、
そ
の
時
に
ど
う
い
う
感

想
を
持
た
れ
て
い
た
で
し
ょ
う
か
？
。

私
自
身
は
と
て
も
信
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
感
想
を

持

っ
て
い
ま
し
た
。

多
分
、
Ｏ
Ｂ

。
Ｏ
Ｇ
の
方
も
歳
を
重
ね
れ
ば
、
性

欲
は
衰
え
、
性
的
活
動
は
無
く
な
る
と
思

っ
て
い
た

方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
実
は
ど
う
で

し
た
で
し
ょ
う
か
？
。

高
齢
者
の
性
欲
や
夫
婦
生
活
に
関
す
る

一
般
的
な

デ
ー
タ

（統
計
的
な
調
査
）
を
新
聞

・
雑
誌
で
日
に

す
る
こ
と
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
「高
齢
者
の
性
」
の

一
般
的
な
現
状
は
、
多

く
の
方
は
知
り
ま
せ
ん
。

実
は
専
門
家
で
あ
る
は
ず
の
産
婦
人
科
医
や
泌
尿

器
科
医
で
も
、
大
学
で
の
講
義
や
、
日
常
の
学
会
な

ど
で
も
響
同
齢
者
の
性
」
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
る
こ
と

は
殆
ど
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
よ
く
知
ら
な
い
の
が
現

実
で
す
。

子
官

（性
器
）
脱
の
手
術
は
、
出
来
る
だ
け
腟
を

縫
い
縮
め
、
狭
く
細
く
す
る
こ
と
が
再
発
を
防
ぐ

コ

ツ
な
の
で
す
が
、
あ
ま
り
に
縫
い
縮
め
る
と
夫
婦
生

活
が
出
来
な
く
な
り
ま
す
。

私
が
医
者
に
な
り
た
て
の
頃
ゴ

」
の
子
官

（性
器
）

脱
の
手
術
に
際
し
て
、
指
導
医
の
先
生

（当
然
、
産

婦
人
科
医
）
か
ら
伺

っ
た
話
な
の
で
す
が
、
「出
来

る
だ
け
縫
い
縮
め
た
ら
、
後
に
な

っ
て
そ
の
患
者
さ

ん
か
ら

『
夫
婦
生
活
が
出
来
な
く
な

っ
た
』
と
い
う

苦
情
が
来
た
。
こ
ち
ら
と
し
て
も
、
ま
さ
か
、
７０
歳

過
ぎ
の
ご
夫
婦
に
、
夫
婦
生
活
が
あ
る
な
ん
て
思
い

も
よ
ら
な
い
じ
ゃ
な
い
か
」
と
。

当
時
、
指
導
医
の
先
生
は
、
４０
歳
を
過
ぎ
た
と
こ

ろ
だ

つ
た
で
し
ょ
う
か
。

結
論
を
い
う
と
、
性
欲
と
い
う
の
は
性
ホ
ル
モ
ン

の
作
用
で
起
こ
る
も
の
で
は
な
く
、
頭

（大
脳
）
で

作
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
男
女
と
も
更
年
期
を
過
ぎ

て
、
女
性
で
言
え
ば
子
供
が
出
来
な
く
な
る
閉
経
と

な

っ
て
も
、
死
ぬ
ま
で
性
欲
は
無
く
な
り
ま
せ
ん
。

こ
こ
で
少
ｔ
横
道
に
そ
れ
ま
す
が
、
皆
さ
ん
は
「宦

官
」
と
聞

い
て
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
ま
す

か
？
私
に
は
例
え
ば
小
柄
で
痩
せ
て
い
て
、
物
凄
く

陰
気
な
偏
狭
な
イ
メ
ー
ジ
が
ぁ
り
ま
す
。

司
馬
遼
太
郎
も
日
本
が
「宦
官
」
の
制
度
を
取
り
入

れ
な
く
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
書
い
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
歴
史
学
者
の
鹿
島
茂
の
「乳
房
と
サ

ル
ト
ル
」
（光
文
社
知
恵

の
森
文
庫
）
に
鹿
島
氏
と

中
国
人
学
者
と
の
対
談
の
中
で
、
あ
る
宦
官
が
皇
帝

の
孫
の
乳
母
と
恋
仲
に
な
る
事
に
よ
り
重
要
な
位
を

授
か
っ
た
事
件
の
事
や
、
大
勢
の
宦
官
が
女
官
と
結

婚
し
て
い
た
事
を
知
り
、
鹿
島
氏
が
驚
い
た
と
い
う

話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

き

っ
と
鹿
島
先
生
も
私
と
似
た
り
寄

つ
た
り
の
イ

メ
ー
ジ
を
「宦
官
」
に
抱
い
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
宦
官
は
男
性
器
や
男
性
ホ
ル
モ
ン
が
無

く
て
も
、
大
脳
は
あ
り
性
欲
は
ち
ゃ
ん
と
あ
る
た
め
、

我
々
の
も

っ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
と
は
違

っ
た
、
普
通

に
近
い
生
活
を
送

っ
て
い
た
の
で
す
。

話
し
を
も
と
に
戻
し
ま
す
。

高
齢
者
の
夫
婦
生
活
の
有
無
に
関
し
て
は
、
子
宮

（性
器
）
脱
の
手
術
の
際
な
ど
に
は
必
ず
伺

っ
て
い

る
の
で
す
が
、
そ
の
経
験
か
ら
言
え
ば
７０
歳
代
で
も

結
構
多
く
の
方
が
「年
に
数
回
」
な
ど
と
夫
婦
生
活
が

あ
る
旨
の
お
答
え
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
逆
に
５０
歳
前
後
の
方
で
も
「も
う
そ
ん

な
も
の

一
切
あ
り
ま
せ
ん
」
と
答
え
ら
れ
る
方
も
少

な
か
ら
ず
お
ら
れ
る
の
も
事
実
で
す
。

も
う
少
し
具
体
的
な
数
字
を
挙
げ
る
た
め
、
小
林

照
幸
著
「熟
年
性
革
命
報
告
」
　

（文
春
新
書
）
か
ら

札
幌
医
科
大
学
の
熊
本
悦
明
名
誉
教
授
の
デ
ー
タ
を

孫
引
き
す
る
な
ら
ば
、
６０
代
前
半
で
セ
ツ
ク
ス
レ
ス

（夫
婦
生
活
の
な
い
人
）
の
割
合
は
男
性
で
１２

・
４

％
、
女
性
は
３４

。
６
％
。
６０
代
後
半
で
は
男
性
１９

。

６
％
、
女
性
４５

・
６
％
、
７０
代
前
半
、
男
性
２７

・
９

％
、
女
性
５６

・
９
％
、
７０
代
後
半
、
男
性
４４

・
８
％
、
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女
性
７０

．
２
％
と
の
こ
と
で
す
。

と
い
う
こ
と
は
、
７０
歳
代
後
半
で
あ

つ
て
も
男
性

の
実
に
半
数
以
上
で
、
年
に
数
度
で
あ

っ
て
も
夫
婦

生
活
が
存
在
す
る
と
言
う
結
果
と
な

つ
て
い
ま
す
。

な
お
、
年
齢
毎
の
男
女
間
で
割
合
に
か
な
り
の
隔

た
り
が
あ
る
の
は
、
ご
夫
婦
の
年
齢
差
が
原
因
だ
と

の
こ
と
で
す
。

さ
て
、
セ
ッ
ク
ス
レ
ス
に
至
る
き

つ
か
け
は
様
々

で
し
ょ
う
が
、
高
齢
男
性
は
主
に
勃
起
不
全
に
て
、

女
性
の
場
合
は
萎
縮
性
腟
炎
が
原
因
の
夫
婦
生
活
時

の
疼
痛
な
ど
の
理
由
で
セ
ッ
ク
ス
レ
ス
に
至
る
と
い

う
ご
夫
婦
も
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

（特
に
男
性
に
お
け
る
勃
起
不
全
は
自
分
自
身
の
喪

失
、
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
イ
の
喪
失
に
も

つ
な
が
る
、

重
大
事
項
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
）

し
か
し
、
現
代
で
は
勃
起
不
全
に
は
、
こ
れ
は
も

う
有
名
な
「バ
イ
ア
グ
ラ
」
と
い
う
薬
が
あ
り
ま
す
。

（た
だ
し
、　
ニ
ト

ロ
グ
リ
セ
リ
ン
な
ど
の
冠
血
管
拡

張
作
用
が
あ
る
薬
と
の
併
用
に
よ
り
、
低
血
圧
に
よ

る
死
亡
例
な
ど
の
副
作
用
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
ち
や
ん
と
し
た
診
察
の
上
で
の
使
用
が
必
要
で

す
。
）
女
性
に
お
け
る
萎
縮
性
腔
炎
は
マ
イ
ル
ド
な
女
性

ホ
ル
モ
ン
で
あ
る
「
エ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
」
と
い
う
薬
で

か
な
り
改
善
で
き
ま
す
し
、
「リ

ュ
ー
ブ
ゼ
リ
ー
」
と

い
う
潤
滑
ゼ
リ
ー
な
ど
で
も
対
応
で
き
ま
す
の
で
、

泌
尿
器
科
医
や
産
婦
人
科
医
に
ご
相
談
下
さ
い
。
（た

だ
し
、
ご
年
配
の
先
生
の
方
が
良
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
）
ま
た
、
そ
の
高
齢
者
の
夫
婦
生
活
の
内
容
ま
で
と

な
れ
ば
、
そ
の
実
態
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
体
力
的
に
も
、
若
い
時
分
と
は
と
は
違
う

穏
や
か
な
内
容
に
な

っ
て
い
る
と
想
像
で
き
る
う
え

に
、
夫
婦
生
活
時
に
は
、
特
に
極
快
感
時
に
は
か
な

り
の
脈
拍
数
の
上
昇
と
血
圧
の
上
昇
が
認
め
ら
れ
ま

す
の
で
、
高
血
圧
症
、
動
脈
硬
化
症
、
脳
動
脈
瘤
な

ど
の
持
病
を
持

つ
方
は
も
ち
ろ
ん
、
持
病
の
な
い
ご

夫
婦
で
も
、
年
齢
に
応
じ
、
あ
ま
り
無
理
は
し
な
い

事
が
肝
要
で
す
。

し
か
し
、
た
と
え
貝
原
益
軒
流
の
「接
し
て
漏
ら

さ
ず
」
の
状
況
と
な

っ
て
も
夫
婦
生
活
に
よ
り
、
夫

婦
と
し
て
の
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
成
立
し
た
な

ら
ば
、
極
快
感
と
ま
で
は
い
か
な
く
て
も
満
足
で
き

る
も
の
と
思
い
ま
す
。

結
局
は
夫
婦
生
活
は
、
そ
の
ご
夫
婦
の
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
な
事
柄
で
す
。

他
の
夫
婦
が
何
歳
で
夫
婦
生
活
を
行

っ
て
い
よ
う

と
無
か
ろ
う
と
、
ど
の
よ
う
に
行

っ
て
い
よ
う
と
、

自
分
た
ち
夫
婦
と
は
全
く
関
係
の
な
い
話
で
す
。

自
分
達
は
自
分
達
だ
け
で
、
夫
婦
生
活
を
含
め
た

夫
婦
の
付
き
合
い
方
を
作
り
上
げ
て
い
く
の
が
正
解

で
あ
る
こ
と
に
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
今
回
、
こ
の
文
章
を
書
く
の
に
幾

つ
か

の
資
料
に
当
た
り
ま
し
た
が
、

「夫
婦
生
活
の
あ
る

高
齢
者
の
方
が
生
活
に
潤
い
が
あ
る
と
感
じ
る
割
合

が
多
か
っ
た
「
夫
婦
生
活
の
あ
る
高
齢
者
の
方
が
長

寿
で
あ

っ
た
「
性
生
活
が
満
た
さ
れ
る
こ
と
で
高
齢

者
は
元
気
に
な
る
」
な
ど
の
文
章
が
散
見
さ
れ
ま
し

た
し
、
お
堅
い
役
人
が
作
成
し
た
厚
生
白
書
で
さ
え

も
、
高
齢
者
に
関
し
、
「高
齢
者
は
、
恋
愛
や
性
に

無
縁
で
あ
る
」
と
い
う
の
は
誤

っ
た
見
方
で
あ
り
、

そ
の
上
で
政
府
は
、
「健
康
」
と
「生
活
の
質
」
の
向
上

を
目
指
す
と
の
項
目
が
あ
り
ま
す
。

（
こ
の
厚
生
白
書
の
文
章
は
、
こ
れ
か
ら
の
高
齢
化

社
会
の
中
で
、
高
齢
者
の
性
に
対
す
る
若
い
人
達
か

ら
の
無
知
に
よ
る
偏
見
に
つ
い
て
の
啓
発
の
意
味
も

）

あ
る
と
思
い
ま
す
。
）

も
し
、
た
だ
単
に
「も
う
い
い
年
」
な
の
だ
か
ら
な

ど
と
の
思
い
こ
み
だ
け
で
、
夫
婦
生
活
を
避
け
て
お

ら
れ
る
よ
う
な
ご
夫
婦
が
い
ら

つ
し
や

つ
た
な
ら

ば
、
最
初
は
、
再
び
の
夫
婦
同
会
な
ど
か
ら
始
め
ら

れ
た
ら
如
何
で
し
ょ
う
か
。

性
は
、
人
生
の
本
質
に
も
関
わ
る
大
変
奥
深
い
事

項
な
の
で
、
若
輩
者
の
私

（５０
歳
）
な
ど
よ
り
も
、

ず

っ
と
真
髄
を
見
定
め
て
い
る
方
も
沢
山
い
ら

つ
し

や
る
で
し
ょ
う
。

が
、
せ
め
て
幾
ば
く
か
の
ご
夫
婦
の
方
に
で
も
、

よ
り
充
実
し
た
生
活
の
手
助
け
に
な
れ
た
な
ら
幸
い

と
思
い
、
こ
の
文
章
を
認
め
ま
し
た
。

賤
参
謝
雛
難
一識
一集試
訂
〓
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＊
　
私
と
パ
ソ
コ
ン
の
出
会
い
　
＊

豊
崎
　
純
至

（徳
島
市
）

Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
退
職
し
て
か
ら
‐７
年
、
後
期
高
齢
者

ヘ

の
仲
間
人
り
は
あ
と

一
歩
、
社
会
と
の
繋
が
り
が
だ

ん
だ
ん
薄
れ
て
い
く
中
で
、
今
、
私
に
と

っ
て
パ
ソ

コ
ン
は

コ
ミ

ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
唯

一
の
手
段

と
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
ｃ

現
役
時
代
は
ま
だ
パ
ソ

コ
ン
は
、
ワ
ー
プ

ロ
専
用

機
が
各
課
に

＾
台
し
か
な
く
、
文
書
作
成
は
順
番
待

ち
で
仕
方
な
く
自
前

の
ワ
ー
プ

ロ
機
を
持
ち
込
み
使

っ
て
い
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
．

第
二
の
職
場
も
無
事
卒
業
し
、
退
職
後
の
生
活
を

有
意
義
に
過
ご
す
こ
と
を
考
え
て
い
た
と
き
、
高
校

時
代

の
友
人
に
誘
わ
れ
、

（財
）

〃
あ

い
〃
ラ
ン
ド

推
進
協
議
会
が
実
施
す
る
徳
島
県
シ
ル
バ
ー
大
学
校

に
入
り
、
園
芸
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
ま
し
た
。

卒
業
後
は
Ｏ
Ｂ
会
に
入
会
、
当
初
は
ま
だ

「
Ｉ
Ｔ
」

を
教
わ
る
場
が
な
く
、
Ｏ
Ｂ
会

の
有
志
で
新
し
く
パ

ソ

コ
ン
ク
ラ
ブ
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
と
な
り
参
加
し

ま
し
た
。

そ
の
こ
と
が
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
か
ら
学
び
、
教
え

る
切

っ
掛
け
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
１２
年
の
頃
の
パ
ソ
コ
ン
基
本
ソ
フ
ト
Ｏ
Ｓ
は

ｗ
ｉ

ｎ
ｄ

ｏ
ｗ
ｓ
９８
に
変
わ
り
、
文
章
入
カ
ソ
フ
ト

は
Ｅ

太
郎
」
か
ら
「
ワ
ー
ド
」
へ
と
変
わ
り

つ
つ
あ
り

ま
し
た
．

最
初
は
「キ
ー
ボ
ー
ド
」
か
ら
文
字
入
力
が
な
か
な

か
出
来
ず
、
文
書
作
成
練
習
で
は
教
え
る
の
に
大
変

苦
労
し
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

今
も
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
養
成
ク
ラ
ブ
と
し
て
初
心
者

向
け
の
学
習
が
続
い
て
い
ま
す
。

自
己
研
鑽
と
し
て
は
、
新
し
く
設
け
ら
れ
た
徳
島

県
シ
ル
バ
ー
大
学
校
大
学
院
Ｉ
Ｃ
Ｔ
コ
ー
ス
で
「
シ

エ
ア
ー
Ｔ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
を
習
得
の
他
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
い
き
い
き
ネ

ッ
ト
に
加
入
し
て
「
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
養
成
講
座
」
を
受
講
し
「ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
と
し
て

登
録
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
徳
島
Ｏ
Ｂ
会
で
も
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ

ブ
に
所
属
し
、
会
員
の
サ
ポ
ー
ト
に
心
が
け
て
い
ま

す
。Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
移
り
変
わ
り
は
著
し
く
「ド

ッ
グ
イ
ヤ

ー
」
な
る
言
葉
も
す
で
に
「死
語
」
に
な

っ
た
の
か
誰

も
使

っ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

今
は

ｗ
ｅ
ｂ
メ
ー
ル
、
検
索
サ
ー
ビ
ス
、
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
管
理
、
オ
ン
ラ
イ
ン
オ
フ
イ
ス
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
の
個
人
向
け
の

ｗ
ｅ
ｂ
サ
ー
ビ
ス
で
進
歩
し
た
技

術
を
企
業
向
け
サ
ー
ビ
ス
に
応
用
す
る
仕
組
み
が

「ク
ラ
ウ
ド

コ
ン
ピ

ユ
ー
テ
イ
ン
グ
」
と
か
言
わ
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。

さ
て
、
私
が
特
に
楽
し
ん
で
い
る
こ
と
は
、

「
ツ

イ
ツ
タ
ー
」

を
使

っ
て
の
投
稿
で
す
。

「ツ
イ
ッ
タ
ー
」
と
は

ｗ
ｅ
ｂ
ブ
ラ
ウ
ザ
ー
か
ら
利

用
で
き
る
無
料
の

ｗ
ｅ
ｂ
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

ｗ
ｅ
ｂ
ブ
ラ
ウ
ザ
ー
で
文
字
を
入
力
し
「
ツ
イ
ー

ト
」
ボ
タ
ン
を
押
す
だ
け
で
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
自

分
の
言
葉
を
投
稿
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ブ

ロ
グ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
と
同
じ

の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
イ
ー
ツ
ー
ル
で
す
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
ブ

ロ
グ
な
ど
の
よ
う
に
常
に
更
新
情
報
を
相
手

に
通
知
す
る
必
要
が
無
く
、
ま
た
、
あ
る
ユ
ー
ザ
ー

を
「
フ
オ
ロ
ー
」
す
る
と
投
稿
内
容
が
ホ
ー
ム
に
時
系

列
的
に
表
示
さ
れ
「ツ
イ
ッ
タ
ー
」
を
介
し
て
話
し
合

え
る
楽
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
写
真
や
動
画
の
共
有
サ
ー
ビ
ス
と
も
連
携

し
て
お
り
、
自
由
に
活
用
で
き
、
ス
マ
ー
ト
フ
オ
ン

な
ど
と
共
有
を
図
れ
ば
い
つ
で
も
、
ど
こ
か
ら
で
も

投
稿
で
き
る
楽
し
み
が
あ
り
嵌

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
関
連
し
て
８
月
現
在
、
総
務

省
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ふ
る
さ
と
元
気
事
業
「と
く
た
―
」
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
徳
島
県
の
商
店
活
性
化
と
高
齢
者

コ

ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
を
図
る
手
立
て
と
し
て

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

私
が
加
入
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
徳
島
イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト
市
民
塾
が
実
施
し
「ツ
イ
ッ
タ
ー
」
と
ス
マ
ー

ト
フ
オ
ン
な
ど
の
最
新
の
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）

を
活
用
し
た
地
域

の
お
年
寄
り
の
見
守
り
事
業
で

す
。
「見
守
ら
れ
側
Ｌ
見
守
り
側
」
の
情
報
交
換
を
「ツ

イ
ッ
タ
ー
」
応
用
ソ
フ
ト
「と
く

つ
た
―
」
を

つ
か

つ

て
の
対
話

。
応
答
を
行
う
試
み
で
す
。

全
国
的
に
も
初
め
て
な
の
か
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
で

も
取
り
組
み
が
放
映
さ
れ
ま
し
た
。
私
も
「見
守
ら

れ
側
」
の

一
員
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

１０
月
本
実
施
予
定
、
私
は
今
ま
さ
に
「ツ
イ

ッ
タ

ー
」
活
用
で
老
化
防
止
に
努
め
て
い
る
最
中
で
す
。

（猛
暑
の
我
が
家
に
て
）

V多
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＊
　
動
画
の
勧
め
　
＊

藤
井
　
康
雄

（松
山
市
）

＝

動
画
撮
影
の
題
材

＝

地
域
の
行
事
、
身
の
回
り
の
出
来
事
、
旅
行
の
記

録
な
ど
撮
る
材
料
は
溢
れ
て
い
ま
す
。

「愛
媛
Ｎ
Ｔ
Ｔ

‐
Ｏ
Ｂ
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
愛
好
会
」

（
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｎ
）
で
は
、
最
近
Ｙ

ｏ
ｕ
　
Ｔ

ｕ
ｂ

ｅ

（
ユ
ー
チ

ュ
ー
ブ
）
の
サ
イ
ト
に
Ｈ
Ｐ
に
あ
た
る
「チ

ャ
ネ
ル
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

Ｙ

ｏ
ｕ
　
Ｔ

ｕ
ｂ

ｅ
は
世
界
最
大
の
動
画
サ
イ
ト

で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
検
索
と
同
じ
よ
う
に
、

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら
キ
ー
ワ
ー
ド
で
検
索
す
る
と
、

見
た
い

。
知
り
た
い
情
報
を
動
画
で
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
自
分
で
作
成
し
た
動
画
を
投
稿
す
る

こ
と
も
可
能
で
す
。

動
画
に
つ
い
て
は
皆
さ
ん
の
家
庭
を
見
回
し
て
み

る
と
、
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
作
成
道
具

（カ
メ

ラ
）
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
で
あ

つ
た
り
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、

は
た
ま
た
携
帯
電
話
で
あ

っ
た
り
す
る
訳
で
す
。

大
部
分

の
方
は
初
め
て
カ
メ
ラ
を
回
し
た
対
象

は
、
子
供
の
誕
生
で
あ

っ
た
り
、
運
動
会
や
遠
足
な

ど
、
ま
た
は
旅
行
の
記
録
で
あ

っ
た
り
、
い
わ
ゆ
る

ホ
ー
ム
ビ
デ
オ
か
ら
入
ら
れ
た
方
が
ほ
と
ん
ど
だ
と

思
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
こ
か
ら
先
、
ビ
デ
オ
作
品
を
作

つ
て

み
よ
う
と
進
ま
れ
る
人
は
そ
ん
な
に
多
く
は
な
い
よ

う
で
す
。

で
も
、
そ
れ
は
大
変
も

っ
た
い
な
い
こ
と
で
す
。

せ

っ
か
く
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
が
あ
る
の
で
す
か
ら
。

多
く
の
方
か
ら
は

「子
供
も
大
き
く
な

っ
て
、
撮

る
も
の
が
な
い
」
「旅
行
な
ど
で
撮

っ
て
、
そ
の
時

に
見
る
ぐ
ら
い
で
ほ
と
ん
ど
使
わ
な
い
」
と
の
声
も

聞
き
ま
す
が
、
例
え
ば
、
地
域
の
自
治
会
の
活
動
や

行
事
を
撮
影
し
て
あ
げ
る
と
地
域
に
役
立
ち
ま
す
。

ま
た
、
や
が
て
は
消
え
て
い
く
だ
ろ
う
と
思
わ
れ

る
故
郷
の
風
景
や
、
建
物
等
を
撮
影
し
て
お
く
こ
と

も
大
変
意
義
の
あ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

お
祭
り
な
ど
は
、
準
備
か
ら

一
部
始
終
を
記
録
し

て
あ
げ
れ
ば
、
後
継
者
不
足
に
悩
む
地
域
な
ど
で
は

間
違
い
な
く
感
謝
さ
れ
る
こ
と
で
し
よ
う
。

そ
し
て
、
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｎ
の
チ
ャ
ネ
ル
に
投
稿
す
れ
ば

コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
輪
も
広
が
り
、
動
画

コ
ン

テ
ン
ツ
の
流
通
に
は
欠
か
せ
な
い

「光
回
線
」
の
拡

大
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

Ｙ

ｏ
ｕ
　
Ｔ

ｕ
ｂ

ｅ
は
、
チ
ャ
ネ
ル
内
限
定
の
公

開

（
一
般
に
は
公
開
し
な
い
）
も
可
能
で
す
し
、
も

ち
ろ
ん
全
世
界

へ
の
公
開
も
可
能
で
す
か
ら
、
ど
し

ど
し
作
成
し
て
投
稿
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
よ
う

か
。

（操
作
方
法
は
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｎ
に
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
）＝

動
画
撮
影
の
コ
ツ

＝

動
画
で
撮

っ
た
も
の
を
皆
さ
ん
に
見
て
貰
う
た
め

に
は
、
安
心
し
て
見
ら
れ
る
撮
影
が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
、

「後
で
そ
の
画
を
見
る

（見
せ
る
ご

を
意
識
し
て
撮
る
秘
訣
３
か
条

Ｉ
．
撮
影
す
る
時
は
カ
メ
ラ
を
動
か
さ
な
い
で
画
面

の
中
に
動
い
て
い
る
も
の
を
入
れ
て
撮
影
す
る
。

Ⅱ
．
１
カ
ッ
ト

（録
画
ボ
タ
ン
を
押
し
て
か
ら
再
度

押
す
ま
で
）
１０
秒
間
を
意
識
し
て
撮
影
す
る
ｃ

）

Ⅲ
．
ア
ツ
プ
の
画
面
を
意
識
し
て
撮
影
す
る
。

と
に
か
く
こ
れ
を
守

つ
て
撮
影
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。今
日
初
め
て
カ
メ
ラ
を
持

っ
た
人
で
も
、
見
た
人

に
褒
め
ら
れ
る
こ
と
請
け
合
い
で
す
。

す
こ
し
詳
し
く
説
明
す
る
と
、

０
　
撮
影
の
基
本
は
画
面
の
安
定
で
す
。

映
像
は
画
面
が
安
定
し
て
い
る
だ
け
で
、
非

常
に
見
や
す
い
も
の
で
す
。
画
面
が
安
定
せ
ず

ふ
ら

つ
い
て
い
る
と
、
画
面
の
内
容
に
集
中
で

き
ま
せ
ん
。

基
本
は
三
脚
使
用
で
す
が
、
三
脚
が
無
い
場

合
で
も
工
夫
し
て
安
定
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

両
脇
を
し
つ
か
り
締
め
る
体
勢
を
取
り
ま
し

卜
‘
，つ
ノ
。

ｕ
　
ｌ
カ
ツ
ト
ーｏ
秒
と
い
う
の
は
、
録
画
ボ
タ
ン

を
押
し
た
時
に
少
し
カ
メ
ラ
が
揺
れ
る
た
め
で

す
。
カ
メ
ラ
安
定
の
た
め
、
息
を
止
め
て
無
理

な
く
耐
え
ら
れ
る
の
は
こ
の
程
度
で
す
。

撮
影
秒
数
の
問
題
は

「秒
数
不
足
」
よ
り
む

し
ろ

「秒
数
過
剰
」
で
、
だ
ら
だ
ら
撮
影
は
冗

長
な
作
品
を
生
み
ま
す
。
撮
影
時
点
で
的
確
な

「切
り
取
り
」
を
し
た
い
も
の
で
す
。

ｕ
　
ア
ツ
プ
を
意
識
し
て
撮
る
と
い
う
の
は
、　
一

般
的
に
は
広
い
画
が
多
く
、
そ
れ
も
何
カ
ッ
ト

も
同
じ
よ
う
な
画
面
が
続
い
て
‥
。と
い
う
こ

と
が
多
い
よ
う
で
す
。

映
像
制
作
で
は
ロ
ン
グ
ー
ミ
ド
ル
ー
ア
ッ
プ

ー
ア
ツ
プ
と
い
う
不
文
律
の
よ
う
な
も
の
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
に
こ
だ
わ
ら
な
く
て
も
、
ア

ツ
プ
は
映
像
に
変
化
を
も
た
ら
し
、
は
つ
き
り

画
面
内
容
が
分
か
る
の
で
有
用
な
画
で
す
。

①
　
ズ
ー
ム
の
多
用
禁
止
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ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
し
て
ま
た
ズ
ー
ム
バ
ッ
ク

す
る
。
「ぶ
ら
ん
こ
ズ
ー
ム
」
と
い
い
ま
す

が
、
こ
れ
も
見
て
い
る
人
に
は
苦
痛
で
す
。

ズ
ー
ム
は
録
画
ボ
タ
ン
を
押
す
前
に
画
角

（画
面
の
範
囲
）
を
決
め
る
道
具
と
思

っ
て

く
だ
さ
い
。

（録
画
中
の
ズ
ー
ム
は
意
味
が

あ
り
ま
す
）

②
　
パ
ン
ニ
ン
グ

・
チ
ル
テ
イ
ン
グ

（パ
ン

・

チ
ル
ト
）
禁
止

往
復
の
パ
ン
や
チ
ル
ト
を
ひ
ど
い
と
き
に

は
両
方
を
使
用
し
て
い
る
の
を
見
か
け
ま
す

が

「カ
ベ
塗
り
」
と
言

っ
て
見
て
い
る
人
は

大
変

つ
ら
い
も
の
で
す
。

以
上
の
３
つ
の
点
は
基
本
中
の
基
本
で
す
（．

３
点
を
し
つ
か
り
意
識
で
き
れ
ば
、
皆
さ
ん
の
映

像
は
見
違
え
る
ほ
ど
う
ま
く
な
る
は
ず
で
す
．

ｒ
ｌ

一

・

一
・

1

|1中 雫?熟 ?・セ
ー

  ∫∫c02と家計費削減に挑戦しよう∫∫
≪ 毎日使うガスを見直そうl≫
ガスは電気に比べ製造から家庭に届〈までのエネルギーロスが少ない燃料です。
(電気 :火力発電所から家庭に届くまで約60%以上エネルギーが失われる、ガスは殆ど
エネルギー損失がない)
ガスも利用のしかたで家計にやさしく、かつC02削減が出来ます。

■ キッチン

(算出条件 :※ (1日 1回 365日 )、 ☆ (1カ月16回 X12カ 月)、 O(1カ月4回 X12カ 月)

年 間 省エネ効果 ブナの木

吸収量

本数換算

ガス料金

(円 )

ガス削減量

(ぶ )

C02削 減

量 (kg-000

ゆ姿2金騰期営豚機譲L滅轟貯
11

肇姿2ぷ詔範奔言穐I亀蔀潜電明鷲澪P強火)の比較
06

¥ 資軍雲鬼累奈意読慮認乳懲)2%肖
1減効果) 03 01

む ※ 鍋に蓋をする(約20%肖 1減効果 )
(24cm鍋 15℃の水12の沸かしで、蓋有り、無しの比較

388

中澄4魔濤熱乳履僚驚『[∫::亀鳳 負じ砒詢
2,536 48

肇添轟F翻1「眠]灯どだ襲でた時と別々に姉でた比較)
1,125 10 213 43

準 ※ ご飯をコンロで焚く

(電気釜との比較)

308 30

準 ※ 湯沸かしは給湯器のお湯を使う

(水温1 5CCの 水、ヤカンで22沸かしと給湯器60°Cお湯を加熱

した時の比較)

752 64 ”
サ 28

琴
(ガ翼ξ奮運塾纂覇お遍装F湯を沸

かす
ガス12づつ3回、電気ポット32沸かし12づつ使用5時間ずつ保温

4,785 1962 392

警菖ン吾鰤 縄:ど菖復運り考1の雌
501 43

準鷺髪比世fIIT囁亀く場合の胸
798 68

準足ぶ黒翻『暫曇奮ご蟹L、コ段で2回の胸
762 148

l._
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☆
「介
護
予
防
教
室
」
開
催
中

♪
い
つ
ま
で
も
イ
キ
イ
キ

自
分
ら
し
く
輝
く
た
め
に
♪

テ
ル
ウ

エ
ル
西
日
本
（株
）
四
国
支
店
で
は
、
財
団

法
人
電
気
通
信
共
済
会
と
協
力
し
、
社
会
貢
献
事
業

の

一
環
と
し
て
、
平
成
二
十
年
度
か
ら

「介
護
予
防

教
室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は

『
い
つ
ま
で
も
イ
キ
イ
キ
自
分
ら
し
く

輝
く
た
め
に
／
』
を
テ
ー

マ
に
、
四
国
四
県
で
合
計

六
回
の
開
催
を
計
画
し
、
第

一
回
目
を
七
月
二
十
六

日

（月
）
に
松
山
で
開
催
し
ま
し
た
．

内
容
は
、
前
半
、
介
護
概
要
と
し
て
介
護
予
防

・

介
護
保
険

。
認
知
症
予
防

・
足
も
と
か
ら
健
康
の
講

義
を
行
い
、
後
半
は
セ
ラ
バ
ン
ド
を
使
用
し
た
転
倒

骨
折
予
防
体
操

・
介
護
予
防
運
動
な
ど
の
実
技
を
体

験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
介
護
予
防
教
室
で
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル

ー
プ
が
開
発
し
た

「介
護
予
防
シ
ス
テ
ム

（健
康
か

ら
運
動
指
導
ま
で
、
介
護
予
防
を
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー

ト
す
る
映
像

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
）
は
つ
ら

つ
製
造
器
」
を
利
用
し
、
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態

に
な
ら
な
い
、
ま
た
は
、
そ
の
時
期
を
遅
ら
せ
、
高

齢
者
が
出
来
る
限
り
個
々
の
状
態
に
応
じ
た
自
己
実

現
が
図
れ
る
よ
う
、
介
護
予
防
の
知
識
や
日
常
生
活

に
お
け
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
学
ん
で
い
た
だ
く
今

護
予
防
シ
ス
テ
ム
を
一利
圧
し
て
お
―
ま
■
．

今
年
度
か
ら
各
県
庁
所
在
地
の
今
護
長
卜
「
下
〓

を
説
明
し
た
と
こ
ろ
、
皆
様
よ
り

一大
変
よ
＜
垣
≡

で
き
た
」
と
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
，

今
後
の
教
室
内
容
に
お
い
て
も
、
お
客
様
の
要
望

を
取
り
入
れ
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合

っ
た
充
実
し
た

内
容
の
教
室
を
開
催
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

介
護
予
防
教
室
は
、
今
年
度
残
り
４
回
の
開
催
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

実
際
に
体
験
す
る
だ
け
で
、
ち
ょ
つ
と
し
た

コ
ツ

が

つ
か
め
、
役
立

つ
内
容
と
な

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。
参
加
申
込
み
を

い
た
だ
い
た
方
に
は
詳
し
い
内
容
を
お
送
り
し
ま

す
。【介

護
予
防
教
室
】

①
　
開
催
日
時
　
　
次
表
の
と
お
り

②
　
募
集
人
員
　
　
各
教
室
２。
名

（先
着
順
）

③
　
受
講
料

無
料

（介
護
予
防
教
材

。
自
宅

で
運
動
が
で
き
る
セ
ラ
バ
ン
ド

を
用
意
し
て
お
り
ま
す
）

④
・　
申
込
締
切
日
　
定
員
に
な
り
次
第
締
切

【お
問
い
合
わ
せ
・お
申
込
み
先
】

一
・　
テ
ル
ウ

ェ
ル
西
日
本

（株
）
四
国
支
店

厚
生
福
祉

・
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
営
業
部

一福
祉
共
済
担
当

‥
岡
田

８
　
一■
　
．
百
）
―
七
四
四
―
四
〇
〇

く介護予防教室で実技を体験する受講者の皆さん≫

介護予防教室

県別 開 催  日 会  場 内  容

愛媛
H22年 11月 19日 (金 )

13:00ヽレ16:00

【ニチイ学館松山校】

松山市二番町 4‐ 4‐ 6

松山センターヒ)2号館 4F
【講義】

① 介護予防・介護保険

について

② 認知症予防

③ 足もとから健康に

【体操】

① 転倒骨折予防体操

② セラバンド運動

③ 貯筋体操

香川
H22年 11月 12日 (金 )

13:00^レ 16:00

【ニチイ学館高松校】

高松市寿町 2‐ 4‐ 20

高松センターヒ
｀
ル10F

古
同

H22年 10月 22日 (金 )

13:00^レ 16:00

【ニチイ学館高知校】

品知市本町 2‐ 2‐ 34

明治安田生命高知ヒ
゛
ル6F

徳 島
H22年 12月 10日 0)

13:00-16:00

【ニチイ学館徳島校】

徳島市人百屋町 3‐26

大同生命徳島ヒ
゛
ル7F
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「若
草
句
会
」

（
愛
媛

）

陶
窯
や
消
え
ゆ
く
畑
風
の
色

遠
き
日
の
恋
の
余
韻
や
合
歓
の
花

夏
山
や
夫
に
手
渡
す
カ
ン
ロ
飴

爽
や
か
に
六
十
路
半
ば
を
迎

へ
た
る

住
む
人
の
消
え
し
社
宅
や
枇
杷
熟
る
る

段
畑
の
苦
労
を
今
に
春
の
風

竿
売
り
の
間
延
び
す
る
声
梅
雨
明
け
る

五
七
五
始
め
て
五
年
か
た
つ
む
り

青
葉
風
坊
ち
ゃ
ん
列
車
に
乗
り
も
し
て

闇
つ
い
て
蛍
追
う
子
の
は
し
ゃ
ぎ
声

水
温
む
し
だ
れ
柳
の
堀
に
映
え

線
路
ま
で
風
の
悪
戯
夏
帽
子

若
葉
風
青
い
眼
の
娘
も
足
湯
か
な

豆
ご
飯
親
子
三
代
健
や
か
に

昼
寝
覚
め
年
金
の
世
を
神
に
謝
す

次
の
方

々
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（故
人
の
お
名
前
）
　
　
　
　
（逝
去
年
月
日
）
　
　
（享
年
）
（生
前
居
住
地
）

徳
島
の
伝
統
芸
能
「
箱
廻
し

」

葉
田
　
　
稔

（鳴
門
市
）

過
日
、
私
が
入
会
し
て
い
る

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン

タ
ー
徳
島
教
室
」
で
、
美
馬
市
脇
町
の
う
だ

つ
の
街

で
徳
島
の
伝
統
芸
能

「箱
廻
し
」
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ

る
と
の
話
し
が
あ
り
、
写
真
教
室
の
仲
間
数
人
で
行

つ
て
み
ま
し
た
。

現
地
は
地
元
の
人
々
や
観
光
客
な
ど
約
１
０
０
人

ぐ
ら
い
が
集
ま
り
、
大
変
な
賑
わ
い
。

「箱
廻
し
」
と
は
、
天
秤
棒
の
両
端
に
あ
る
箱
の

中
に
未
偲
人
形
が
入
っ
て
い
て
、
こ
れ
を
担
い
で
正

月
な
ど
に
人
形
を
操
り
な
が
ら
家

々
を
廻
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
名
前
が

つ
い
た

さと
結
わ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
日
の
出
し
物
は

「二
番
隻
」
。
こ
の
伝
統
芸

能
を
守
ろ
う
と
が
ん
ば

っ
て
い
る
十
数
人
の
熱
演
に

よ
り
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
気
持

ち
良
く
シ
ャ
ツ
タ
ー
を
切
り
ま
し
た
。

四
国
電
友
会
会
報
　
第
百
五
十
二
号

発
　
行
　
　
平
成
二
十
二
年

一
〇
月

一
日

編
　
集
　
　
電
友
会
四
国
地
方
本
部

松
山
市

一
番
町
四

‐
三

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
愛
媛
支
店
内

電
　
話
　
　
（〇
八
む

九
一一天

‐
一
δ
壬
二

印
　
刷

　

株
式
会
社
　
ド
ル
ッ
ク

☆
　
瑞
宝
双
光
章
　
　
神
野
　
知
之
　
様

（新
居
浜
市
）

☆
　
瑞
宝
双
光
章
　
　
尾
崎
　
猪
平
　
様

（鳴
門
市
）

☆
　
瑞
宝
双
光
章
　
　
武
智
　
弘
忠
　
様

（伊
予
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総合自動車保険 (トータルアシスト自動車保険)一 般自動車保険 (TAP)

保険料が害J安になる

害」安な割引率を

３
つ
の
基
本
補
償

賠償責任保険

[爵物饉橿詈種襟脚

相手方の治療費や修理費等を
お支払いします。

傷害保険

[僣能劣編蠍 :

こ自身。こ家族・乗車中の方の
治療費等を
お支払いします。

こ契約のお車の修理費等を
お支払いします。

３
つ
の
基
本
特
約

弁護士費用特約
(もらい事故アシスト)

保険会社が示談交渉できない
「もらい事故」も安心です。

入院時選べる
アシスト特約
(入院時選べるアシスト)

おくるま搬送時
選べる特約

(おくるま搬送時選べるアシスト)

レッカー搬送さねた場合等、
レンタカーや宿泊施設の
こ案内および費用の補償等
しつかリサポートします。

事故で3日以上
入院されたときに
しつかリサポートします。

詳しい内容はバンフレット(契約概要)をご覧ください。
こ契約の際には必ず「重要事項説明書」をよくお読みください。

●「アフラックのがん保険」 ●N爾グルニプ団体扱自動車保険「あんじん太助」

離会社アフラック(ァメリカンフアミ峰錦除初 薫譴羅吻馳職押NE東京海上国動
〒100-8050東 京都千代田EXI丸の内1-21

東京第二法人営業部

〒1630456東京都新宿区西新宿211新宿三井ビル
TEL 03 3344 1459 URL http://www aflac co ip ●電友会傷害保険「でんちゃん」

馨通燿T).5鮨 株式会社 損害保険ジツ ンヾ
〒1608338東京都新宿区西新宿1-261

■:|■|■|
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医療の進歩により、
必要とされる保障も変化レ

“

まヽ魂

まだ「がん」に
ついて何も備えて
いない方へ…
最新のがん治療に合わせて

充実した保障内容をご提案

します。

「しつかり『がん』に
備えています」
という方へ…
現在ご契約のがん保険を生かし

てがんの保厳 手厚くいたします。

アフラックの「がん保険」にご継続いただいているご契約者専用の商品です。
ご契約のがt保険の種類によっては、ど契約をお引受けできない場合があ|なす。 :

※詳しくはパンフレット(契約概要)をご覧ください

生きる気持ちに、本気で応える 生きる気持ちに,本気で応える

ワI受保険会社 :アフラック(アメリカンファミリー生命保険会社)AF104 2008 0649 1月 7日

異鯰臨戴た 轟
日常生活やスポーツ

レジャーで起きる様々な

ケガを補償します。(総含補償特約付帯

「でんちゃん」の

主なポイント

も

ノ

※害」引率は所定の期間のお支

払い実績及びカロ入実績に基

づき見直しされます。

※団体割引30%。 優良害」引
25%を適用しています。
※2010年 4月から2011年
3月 31日までの始期契約に
適用。

●一般の傷害保険より低廉でしかもワイドな補償 !

●従来から加入している会員は、

変更事項が無ければ自動的に更新 l

‐~‐‐‐‐■■‐~~~ ‐‐ ‐―・号i蔓保険会社(幹事)1株式会社損害保険ジキバン S」09ぬ 4873(2000年 11月 9日 :

■上記保険商品は、各保険会社の保険の概要につしヽて説明したものです。詳細 Iま保険約款によりますが、詳細な内容に
つきましてはバンフレットをこ請求のうえ、こ確認くださしヽ。こ不明FJl点がありましたら、きらら保険サービスにお尋ねくだ

さい。また、こ契約に際しては必ず重要事項等説明書をこ覧ください。

・もっと頼れる医療保険「新獲VER」

・健康に不安がある人亀入りやすい医療保険「新やさしいEVER」

4税5嘘り引

NTTグループ職域代理店

きらら保険サービス株式会社
〒790-0001愛 媛県松山市一番町4-3

NTT愛媛支店ビル別棟1階

四国営業所

TEL089‐ 998‐3977
FAX089‐ 998日3917
受付時間 平日午前9:00～年後5:30

(上。日・祝日はお休みさせていただきます|

募集・取扱代理店



鰊蠅鰊餃雉屹骰辟冬隕隋蛛粽魃綺藤慾薇鑽魏秒拶鬱

咸漑警勒餃餘跛趙烙藝褥繹 夕 覺礼脩餘颯瘍鰺鶯鶯蝙鮨麒紆咎仄膨

平成23年 5月 までに、寝室と避難路 (階段等)への設置が、法律で義務化されています。

建物火災による死者の約 9割が住宅火災時となっています。 その内約 6部が逃げ遅れです。 「火災警報器があつて、
異変に早めに気がつき避難出来ていれば死亡事故が防げた。彗との理由で法律で義務化となりました。

四爾地方は普及が選れています。 未たの方はお早めの議置をお考え下さい。
香り|1県42.7%、 徳島県40.1%、 愛媛県38.6%、 高知県34.1%の普及率です。
※全国平均58.4% (平成22年 6月 時点 消防庁調 )

〆
r颯
褥 糀 了 鰈 i… 鸞 蜀 隋 儡 鰈 蝙 玲 鰊

|キト .5秒
晰 魃

髯 冬 ヽ 鯰 曖 趾 鋪 燒 ぶ 予 予

晰 攣 鰊

必。
・。ヽ
― ― ― ― ―

纏 畿 轟 辣 鍮 轟 麟 ‐鐵陸 は  難rら

ヒ瑾璽褒膵
鰊輻 薇

輻ン
利は理響|けべ極茫 ∬   風春寸::………

濾難 雪饉 …`
…'   

レ
穴策場所のは難轟懸鋳紗畿簸為鸞移畿奪 ξ  緻 :

儘  :

熱 式  磯遭I)y吝 撫 .は鵞融‐与

緻心蝙凸鋏
類
匿
り
の
構
畿

1 省エネ(―雛中嬢つても、L鷲代はかずか )
2長寿命(罐 爾糧◎鋳爾で鶴嗜0奪鏃麟
3すぐ点く(スイツチ○鰺で會ぐ罐機場` )
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繭晶鍮詳細 !よお尋ね下さもヽし 艤進罐鍮艤金‡寂、甕轟代金の饉‡こ選料350岡 (複数繭品の購纏覇畿です。)を駆途磯きます。

褥濾炒い合わ鸞麟ご筵文鐵、下鑢のテル鬱風ルヘおはいし驚す。
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